
住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田

～
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

５ 令
和
７
年

N
o.289

広
報

～
硬
式
野
球
部
員
へ
エ
ー
ル
～

和
田
毅
さ
ん
 母
校
を
訪
問

浜
田
高
校
出
身
 元
プ
ロ
野
球
選
手
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令和７年度～　

　学校・家庭・地域の協議の場「学校運営協議会」を通じて、保護者や地域の皆さんが学校運営や
課題解決に当事者として参画できる仕組を持つ学校です。

コミュニティ・スクールの仕組を市内の全小・中学校に導入します。

～浜田の子どもたちを
      みんな（学校・家庭・地域）の力で応援しましょう～

Ｑ
A
コミュニティ・スクールとは何ですか。

　学校・家庭・地域が目指す子どもの姿を共有し、連携・協働しながら、「地域とともにある学校づくり」
と「学校を核とした地域づくり」を目指します。

Ｑ
A
コミュニティ・スクールはどのようなことを目指していますか。

〇地域の理解と協力で円滑な学校運営
〇地域資源を生かした教育の推進
〇教員が子どもと向き合う時間の確保

〇充実した体験を通じた豊かな学びの実現
〇自己肯定感や思いやりの心の育成
〇地域貢献への意欲の向上
〇安全で安心な生活の実現

〇学校や地域への理解促進
〇地域の中で子どもを育てられるという安心感
〇保護者と地域の関係の広がり

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会を設置した学校）

浜田市教育委員会
学校運営の基本方針
具体的な教育活動

学校

〇地域のつながりやネットワークの強化
〇主体的に活動する人材の育成
〇防犯・防災体制の充実
〇生きがいの創出と地域の活性化

保護者にとって 地域にとって

コミュニティ・スクールを導入することで･･････

問合せ　学校教育課地域学校連携係　☎㉕９７１０

家庭・PTAまちづくりセンター

学校運営協議会
学校運営など
に関する意見

学校運営への必要な支援
協働活動に関する協議

各種団体
社会教育団体
社会教育施設
文化スポーツ団体
企業・事業所

まちづくり活動団体
まちづくり委員会
町内会・自治会
NPO
ボランティア組織

教育関係機関
幼稚園・こども園
保育所
放課後児童クラブ
大学・高校
児童養護施設

承認・意見

説明

子どもにとって 学校にとって

広報はまだ：令和７年５月号3

大会日程 ８月２日㈯～５日㈫　※　８月２日㈯は開会式のみ
会　　場 島根県立体育館（竹本正男アリーナ）

浜田市で開催

　体操競技は、「技の難しさ・美しさ・ダイナミックさ」などを審判員が判定して、得点を
競う採点競技です。
　男子が６種目、女子が４種目から構成されています。男子はダイナミックで力強い大技が
特徴。女子はエレガントでしなやかな演技が魅力です。

令和７年度全国高等学校総合体育大会 体操競技大会

大会公式Instagramは
こちらから見られます

令和７年度全国高等学校総合体育大会 体操競技大会

　広さ12ｍ四方のゆかで、ルールで決められ
た多くの技を組み合わせて演技し、その完成
度や着地の姿勢で得点を競います。

　高さ115cmの台の上で、２本の腕のみで体
を支え、途中で静止せずに振動（振ったり）・
回旋（回ったり）する種目です。

　床面から290cmの高さの２本のつり輪を握
り、上半身の力強さを表現して行う種目です。

　助走して踏み切り、台（男子135㎝、女子
125㎝）に手をついて跳び越します。跳躍技
の難しさと空中姿勢や着地の安定度で得点を
競います。

　２ｍの高さに平行かつ水平に配置された２
本の棒を利用し、棒上や棒下で多彩な演技を
行う種目です。

  280㎝の高さに設置された水平な鉄棒を
使って、静止なしで、豪快で流れのある技を
組み込む種目です。

　高さの異なる２本の棒を平行に設置して演
技する種目です。男子鉄棒の要素に加え、高
低の棒間の移動にも技が組み込まれます。

　長さ５ｍ、高さ125cm、幅わずか10cmの台
上で、リズムに緩急をつけて演技する種目で
す。ダンスとアクロバットの技が入ります。

ゆか（男子・女子）

つり輪（男子）

平行棒（男子）

段違い平行棒（女子）

あん馬（男子）

跳馬（男子・女子）

鉄棒（男子）

平均台（女子）

※　写真は、地元開催大会への出場を目指し日々練習している浜田高校体操部の皆さんです。
高校生活動推進委員会、浜田市実行委員会が大会に関する情報を配信しています。

第３回

体
とは……
操競技

ゆか あん馬 つり輪 跳馬 鉄棒

段違い平行棒 平行棒浜田高校体操部の皆さん 平均台

問合せ 令和７年度全国高等学校総合体育大会浜田市実行委員会
          　（スポーツ振興課高校総体・国スポ・全スポ推進室内）　☎㉕６３０２

広報はまだ：令和７年５月号3
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会場　EXPOホール「シャインハット」
演目　神迎え・大江山・恵比須・大蛇

日程・演目　①７月29日㈫　午後４時30分～６時30分（予定）　恵比須・大蛇
　　　　　　②７月30日㈬　正午～午後２時（予定）　恵比須・頼政
　　　　　　③７月31日㈭　午後３時～５時（予定）　恵比須・大蛇
会場　　　　EXPOメッセ「WASSE」

万博首長連合が主催する催事（Local JAPAN展※）

1
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
以
来
55
年
ぶ
り
に

「
浜
田
市
石
見
神
楽
」
が
万
博
の
舞
台
へ
！

浜
田
市
石
見
神
楽
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
単
独
公
演
が
決
定
し
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
、
浜
田
市
が
メ
イ
ン
会
場
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
を
貸
し
切
り
、
単
独
公
演
を
行
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
用
し
た
映
像
と
光
の
演
出
で
、
世
界
に
向
け
て
石
見
神
楽
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、

石
見
神
楽
の
衣
裳
・
面
・
蛇
胴
な
ど
を
展
示
し
、
浜
田
市
の
も
の
づ
く
り
文
化
も
紹
介
し
、
浜
田
で
育
ま
れ
た
伝
統
と
技
術
を
世
界

に
届
け
ま
す
。

55 頭の
大蛇 が登場

開催日程 ６月19日㈭　午後６時～８時
６月20日㈮　午前10時30分～午後12時30分
　　　　　　午後２時～４時
　　　　　　午後６時～８時

単独公演特設サイトは
こちらから見られます

浜田市石見神楽大阪・関西万博公演ツアー

※　東北から沖縄まで43地域が、コラボレーションする合同イベントです。

IWAMIKAGURA HEROES
石見神楽「大蛇」降臨！受け継がれる情熱の軌跡　

地元の誇りを胸に
一心に舞います。
応援よろしくお願
いします。

浜田市

次世代を担う子供たちによる石見神楽を大阪・関西万博で披露します。

公演

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
用
し
た
映
像
と
光
の
演
出
で
、
世
界
に
向
け
て
石
見
神
楽
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、

石
見
神
楽
の
衣
裳
・
面
・
蛇
胴
な
ど
を
展
示
し
、
浜
田
市
の
も
の
づ
く
り
文
化
も
紹
介
し
、
浜
田
で
育
ま
れ
た
伝
統
と
技
術
を
世
界

石
見
神
楽
の
衣
裳
・
面
・
蛇
胴
な
ど
を
展
示
し
、
浜
田
市
の
も
の
づ
く
り
文
化
も
紹
介
し
、
浜
田
で
育
ま
れ
た
伝
統
と
技
術
を
世
界

単独

～石見神楽を創り出したまち浜田～

55年の時を超え、万博の舞台で再び舞う石見神楽。
ぜひ、大阪・関西万博で浜田市の誇る伝統芸能をご覧ください。

問合せ・販売　石王観光㈱　☎㉒２２２２

石王観光㈱ホームページは
こちらから見られます

「石見神楽」大阪・関西万博「石見神楽」大阪・関西万博「石見神楽」大阪・関西万博

Local JAPAN展
公式ホームページは
こちらから見られます

4広報はまだ：令和７年広報はまだ：令和７年５５月号月号広報はまだ：令和７年５月号

問合せ 観光交流課石見神楽係
          　☎㉕９５３０
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【写真】旧子育て支援センター跡地に整備した「松原公園」（令和６年11月開園）

浜
田
市
議
会
の
令
和
７
年
３
月
定
例
会
議

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
が
修
正

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
の
当
初
予

算
の
編
成
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限

有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
各
部
内
に
お
い
て

徹
底
し
た
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、「
中

期
財
政
計
画
」
に
沿
っ
た
予
算
編
成
に
努
め

ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
裁
量
経
費
の

施
策
別
予
算
配
当
に
お
い
て
、
行
財
政
改
革

実
施
計
画
の
効
果
額
を
反
映
さ
せ
る
一
方
で
、

昨
今
の
物
価
高
騰
や
労
務
単
価
の
上
昇
、
郵

便
料
の
値
上
げ
な
ど
を
踏
ま
え
、
物
価
高
騰

対
応
分
と
し
て
各
部
に
対
し
て
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
に
よ
る
裁
量
枠
加
算
を
行
う
と
と
も

に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
将
来
を
見
据
え

て
よ
り
よ
い
浜
田
市
を
創
り
あ
げ
る
た
め
に

必
要
と
な
る
事
業
の
要
求
枠
を
設
定
し
、
柔

軟
な
発
想
に
よ
る
事
業
提
案
の
機
会
を
担
保

し
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
周
布
橋
及
び
谷
口
橋
の

架
け
替
え
や
次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ
め
、
小
中

学
校
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
や
美
又

地
域
の
外
湯
整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

ま
た
、
美
川
小
学
校
建
設
工
事
の
本
格
実
施

に
加
え
、
新
た
に
日
の
免
橋
耐
震
化
事
業
や

道
路
の
落
石
応
急
対
策
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
や
河
川
内
草
刈
報
償
費
制
度
の
拡
充
、
学

生
と
地
域
を
つ
な
ぐ
交
通
支
援
や
、
自
治
体

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
で
、
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
、
約

８
億
円
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
よ
う
な
取
組
の
結
果
、
令
和
７
年
度

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
４
３
３
億
５
９
８

万
６
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
に
お

い
て
は
、
次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
や
美
又
地
域
再
開
発
事
業
な
ど
の
投
資
的

経
費
の
大
幅
増
に
伴
い
、
金
額
で
41
億
６
３

３
１
万
１
千
円
の
増
、
率
に
し
て
10
．
６
％

の
増
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

地
方
財
政
対
策
を
注
視
し
つ
つ
、
総
合
振
興

計
画
や
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
10
月
に
策
定
し
た
行

財
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
な
ど

に
よ
る
変
化
に
対
応
し
た
体
制
づ
く
り
に
併

せ
て
、
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
政
策
実
現
、

新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
に
必
要
と
な
る

財
源
に
つ
い
て
は
、
既
存
事
業
を
随
時
見
直

し
な
が
ら
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ビ

ル
ド
」
に
よ
る
事
業
構
築
を
図
る
な
ど
、
将

来
に
責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

■公営企業会計（３会計） （単位：千円）
会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業 収益的収支 1,779,157 1,808,308
資本的収支 1,249,042 1,944,471

工業用水道事業 収益的収支 142,453 143,727
資本的収支 9,405 18,861

下 水 道 事 業 収益的収支 959,758 971,281
資本的収支 1,786,483 2,092,707

■特別会計（３会計） （単位：千円）
会　　計　　名 予算額

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 5,741,548
直 診 勘 定 295,534

駐 車 場 事 業 27,543
後 期 高 齢 者 医 療 1,048,065

歳　出

（単位：百万円）歳　入
市税
9,720（22.4%）

分担金及び
負担金
240（0.6%）

使用料及び
手数料
414（1.0%）

地方譲与税等
2,098（4.9%）

繰入金
3,751（8.7%）
諸収入
1,342（3.1%）
その他
1,567（3.6%）地方交付税

10,150（23.4%）

国庫支出金
5,936（13.7%）

県支出金
3,002（6.9%）

市債
5,086（11.7%）

一般会計
歳入

433億598万6千円
（39.4%）

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

人件費
6,796（15.7%）

扶助費
7,995（18.4%）

公債費
5,311（12.3%）

補助費等
5,543（12.8%）

普通建設事業費等
7,754（17.9%）

物件費
5,731（13.3%）

維持補修費
387（0.9%）

積立金
678（1.6%）

貸付金
63（0.1%）

繰出金
3,048（7.0%）

一般会計
歳出【性質別】
433億598万6千円

（46.4%）

義
務
的
経

費

自
主
財
源

一般会計の概要

特別会計・公営企業会計

(60.6%)

投資的経費
（17.9%）

一般会計の概要

語 説解
●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、事業
の受益者から、一部を負担してもらうお金
●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証明の
発行などの手数料
●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市に交
付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政サー
ビスが提供できるよう国が交付するお金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付される
国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付される県
からの補助金など
●市債：市が資金調達のために借り入れるお金

用 （歳入）

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経費
●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療費な
どの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要する
経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校など
公共用又は公用施設の建設に要する経費及び災
害復旧に要する経費

●物件費：旅費・需用費・役務費・委託料・使用
料及び賃借料などの物財調達のための経費

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用施設
などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付金・
負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目的と
して貸付けを行うための経費

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計相互
間において支出される経費

語 説解用 （歳出）

（35.7%）

一般会計一般会計
歳出【性質別】歳出【性質別】
433億598万6千円433億598万6千円

その
他
の
経
費

依
存
財
源

令和７年度
浜田市当初予算

問
合
せ

・
財
政
課
財
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係
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庁舎の管理、徴税、まちづくりセンターの管理などに
使います。

子育て支援や高齢者、障がいのある人への支援、生活
保護などに使います。

商業や工業、観光の振興、企業誘致などに使います。

ごみ処理や火葬場の維持、病気の予防、環境保全など
に使います。

消火活動、救急救命などに使います。

道路や河川、公園、住宅の整備などに使います。

借金の返済に使います。
今年度末借入金（地方債）残高見込
１人あたり81万6,285円

小中学校、幼稚園、文化財保護、社会教育
などに使います。

議会運営、災害復旧などに使います。

（注）　金額はそれぞれ四捨五入しているため、合計額は必ずしも一致しません

農業や林業、水産業の振興に使います。

総務費

衛生費

支出（　）は市の性質別区分 令和７年度当初予算 構成比（%）
食　費（人件費） 68万円 15.7 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 57万4千円 13.3 
医療費（扶助費） 79万9千円 18.4
ローンの返済金（公債費） 53万1千円 12.3
子どもへの仕送り（繰出金） 30万5千円 7.0
家の増築費（普通建設事業費等） 77万5千円 17.9 
町内会費、サークル会費（補助費等） 55万4千円 12.8
定期貯金（積立金） 6万8千円 1.6
アパートの修理、知人へ貸したお金など（維持補修費、貸付金など） 4万5千円 1.0 

合　　　計 433万1千円 100.0 

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入  親からの援助（地方交付税、地方譲与税等）が減ります。兄弟からの援助（国県支出金）が増えます。
・支出 町内会費、サークル会費（補助費等）が減ります。家の増築費（普通建設事業費等）が増えます。

収入（　）は市の収入科目 令和７年度当初予算 構成比（%）
自
主
財
源

給料（市税） 97万2千円 22.4 
アパートの家賃収入などの副収入（使用料及び手数料など） 35万6千円 8.3
預金の取崩し（繰入金） 37万5千円 8.7 

依
存
財
源

親からの援助（地方交付税、地方譲与税等） 122万5千円 28.3 
兄弟からの援助（国県支出金） 89万4千円 20.6 
家を増築するための銀行からの借入金（市債） 50万9千円 11.7 

合　　　計 433万1千円 100.0 

令和７年度当初予算額 433億598万6千円 を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。（ 　 　 ）人　口　48,370人

世帯数　24,894世帯
（Ｒ７．３．１現在）

浜田さん家の家計簿 予算額（一般会計）を10,000分の１にして
１年間の家計簿風にしてみると…

（注）　表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

　今年度の歳出予算のうち、新規事業を中心に、
主な事業をお知らせします。

※　金額は今年度にかかる事業費であり、表示単位未満単純
　四捨五入を行っています。
※　事業の詳細については、担当課にお問い合わせください。

今年度の主な事業

事業内容

身体障害者手帳の交付対象とならない中等度難聴
の高齢者に対し、認知機能の低下を予防することを
目的に、補聴器購入費用を助成します。

280万円高齢者補聴器購入費助成事業

担当　健康医療対策課

健康でいきいきと暮らせるまち

事業内容

事業内容

　学校給食に地元農家が生産した有機米などの有
機農産物を提供することにより、児童・生徒の食
育の推進を図ります。

79万円学校給食への

担当　農林振興課

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

事業内容

　目指すべき将来の農地利用の姿を定めた「地域
計画」を基に、より詳細な農地一筆ごとの作付作
物、担い手などを明確にしたマップを作成します。

1,000万円農地利用構想

担当　農林振興課

　浜田医療センターに対し、圏域で浜田医療セン
ターのみが担っている救命救急や分娩、高度がん治
療などに利用する医療機器の更新などに係る経費の
一部を助成します。

浜田医療センター 1,000万円

拡充

新規

新規 79,876円

177,594円

土木費 61,959円

109,799円公債費

42,314円商工費

251,437円民生費

農業や林業、水産業の振興に使います。

49,890円農林水産業費

32,554円消防費 81,609円教育費

8,274円その他

市民１人あたりの歳出状況

〇高齢者補聴器購入費助成金
対象者　次の①～③に該当する人
①聴覚障害による身体障害者手帳を所持していない
②介護保険料の段階区分が１～５段階である
③両耳の聴力レベルの平均が40dB以上70dB未満
助成額 25,000円（対象者１人につき１回限り）
○評価用アンケート郵便料など

医療機器更新等支援事業

〇浜田医療センター医療機器更新等支援補助金

担当　健康医療対策課

新規

事業内容

　島根県の補助制度を活用し、医療費助成内容を市
独自に拡大し、子育て世帯の更なる負担軽減を図り
ます。

１億3,581万円子ども医療費助成事業

助成内容（医療費負担割合）
①小学生及び中学生：無料
　※　自己負担を令和７年度から無償化
②中学校卒業後最初の４月１日から18歳年齢到達後
　最初の３月31日までの子：３割
   （ただし、自己負担限度額は、入院：無料、
    通院：1,000円／月、薬局など：無料）
　※　高校生年齢の入院自己負担を令和７年度から
　　無償化

担当　保険年金課

有機農産物提供事業
新規

〇有機農産物提供補助金

事業内容

　市で推進している有機農業を核とした特定地域
づくり事業協同組合を設立し、地域の担い手の確
保及び地域の活性化を図るため、弥栄町複業協同
組合の設立支援を行います。

930万円オーガニックを核とした

担当　弥栄支所産業建設課

地域産業活性化事業
新規

〇組合設立支援補助金
　（基準資産相当、設立準備備品など）
〇組合運営支援補助金
　（運営費用の１/２相当）

マップ作成事業

〇農地利用構想マップ作成委託料
〇会計年度任用職員　１人

１人あたりの歳出額　89万5,307円

マップイメージ図
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今年度の主な事業
生活基盤が整った快適に暮らせるまち

事業内容

　令和６年度に設置した「石見神楽伝承内容検討
専門委員会」からの提言に基づき、石見神楽に関
する調査、石見神楽保存・伝承拠点の検討を行い
ます。

1,127 万円石見神楽伝承内容検討事業

事業内容

1,782万円スマート窓口整備事業 新規

夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

事業内容

　市道への落石や法面の崩落など危険度が高い箇
所のうち、応急対策が可能な箇所について、緊急
的に応急対策を実施し、地域住民の通行上の安全
確保を図ります。

5,000万円市道法面緊急安全対策事業

担当　建設整備課

新規

今年度の主な事業

事業内容

　各避難場所がどの災害種別に
適しているかを市民などに日頃
から周知し、災害時に適切な避
難場所に避難できるようにする
ため、災害リスクの有無を表示
した看板を指定避難所などに設
置します。

337万円

担当　防災安全課

安全で安心して暮らせるまち

避難所看板設置事業

事業内容

10月１日に新市誕生20周年を迎えるに当たり、各
種記念事業を実施し、市民活動の活性化、交流機会
の充実を図るとともに、市内外への浜田市PRに取
り組みます。

2,904万円

協働による持続可能なまち

新市誕生20周年記念関連事業 新規 新規

　窓口業務のデジタル化を行い、市民の利便性の
向上と業務の効率化を図ります。

〇オンライン窓口システム導入経費
　※　支所来庁者が本庁各課担当職員とオンライ
　　ンで直接やりとりが可能
〇先進地視察旅費
　※　令和８年度以降に予定している「書かない
　　窓口」（証明書交付申請書などの手続のデジ
　　タル化）の整備に向けた視察

担当　総合窓口課

〇実施予定箇所
　令和７年度：10箇所
　令和８年度：９箇所

小規模落石防護柵設置 ロープ伏工

事業内容

2,730万円日の免橋耐震化事業 新規

　下府川に架かる日の免橋について、耐震補強が
未対策であるため、耐震化を図り、地域住民の安
全を確保します。
　所在地：下府町

〇整備スケジュール
　令和７年度：測量設計業務委託
　令和８年度：耐震工事

担当　建設整備課

事業内容

2,185万円立地適正化計画策定事業 新規

　都市計画マスタープランの市街地整備の方針に
基づき、立地適正化計画の策定を行い、浜田市に
ある３つの都市計画区域内に居住誘導区域及び都
市機能誘導区域、防災指針を定めます。

担当　建設企画課

〇策定スケジュール
　令和７年度：基礎調査・課題の抽出
　令和８年度：誘導区域・施策の検討、
                     防災指針の検討、計画素案の作成
　令和９年度：パブリックコメント、
                     立地適正化計画の公表

〇石見神楽に関する調査費
〇石見神楽保存・伝承拠点基本構想策定経費

担当　文化振興課神楽文化伝承室

事業内容

　故山﨑修二画伯を広く紹介する企画展の開催費
用の一部を助成します。

200 万円山﨑修二寄贈展事業 新規

担当　文化振興課

〇山﨑修二寄贈展事業補助金
会期　5月24日㈯～６月29日㈰（予定）
会場　世界こども美術館創作活動館
【展示プラン案】
・第１展示室：花や風景（小品）
・第２展示室：浜田の風景を中心に
・第３展示室：人物画を中心に
・第４展示室：ヨーロッパの色と光
　　　　　　　～渡欧時の作品

拡充

○記念式典の開催
○各種媒体を活用した広報
○市民協働活性化支援事業補助金の事業枠の追加
○石州浜っ子夏まつりに併せて開催する
　 （ 仮称 ）納涼夏踊り大会開催の補助
○浜田市の地域特色をまとめた
　 「浜田地誌」策定経費の一部補助
○災害復興活動展開催の補助
○石州浜っ子春まつりの引馬追加演出経費の補助
○「フォレスタ」コンサート開催の補助
○ファミリー向けイベントの開催

※　詳しくは14ページをご覧ください。

事業内容

　県内学校の卒業生や地方に興味・関心を持つ都市
部の若者の人材還流・定着を図ることを目的に、市
内滞在型プログラムを構築し、関係人口の拡大と移
住者の増加を図ります。

864万円人材還流による移住促進事業 新規

人材還流による移住促進事業委託料
担当　定住関係人口推進課

事業内容

　島根県立大学の学生が地域活動に参加するための
輸送経費を助成します。

80万円浜田で学ぶ学生支援事業 新規

〇学生と地域をつなぐ交通支援事業補助金
対象　島根県立大学
内容
　島根県立大学の学生が地域活動に参加するための
交通手段として、市内タクシー事業者などを貸切運
送する場合の費用の一部を助成（上限80万円）

担当　政策企画課

   （学生と地域をつなぐ交通支援事業補助金）

〇避難所看板設置業務委託料

看板イメージ図

事業内容

　県管理河川及び浜田市管理河川の草刈・清掃など
による河川周辺の環境整備を行います。

4,471万円

担当　維持管理課・各支所産業建設課

河川浄化事業

○草刈報償金
　※　報償金支払回数を上限２回までに拡充
○清掃委託料

拡充

河川維持管理事業 1,138万円

事業内容

　災害に強い公共安全モバイルシステムを活用した
情報伝達機能の向上を図ることで、災害時に寸断し
ない情報通信ネットワークの構築を行うとともに、
情報収集・伝達手段に正確かつ迅速な手法を取り入
れることで消防救急活動の質の向上を図ります。

838万円情報通信システム 新規

〇公共安全モバイルシステム管理運営費
〇マイナ救急システム管理運営費
〇電子黒板購入費

対災害性向上事業

担当　消防総務課・警防課・通信指令課

自然環境を守り活
い

かすまち

応急対策

※　令和７年度当初予算の詳細は市ホームページをご
　覧ください。
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浜田市では、就学や就職を理由に市外へ転出していく若い人たちが増えており、それに伴い、生まれてくる子ど
もの数も年々少なくなっています。
そこで、元気で活力あるまちづくりに欠かせない若い人たちの定住に向けた施策を展開するため、若者が暮らし

やすいまちづくりに取り組んでいます。
その中心的なメニューとして、出会いから子育てまでをトータルで応援する様々な施策を実施しています。

子どもへ支援

① 新生児
子育て応援金

　子どもが生まれた世帯に対し、応援金（第１子、第２子：５万円、第３子以
降：30万円）を支給します。
※　何子目に当たるかは、高校卒業18歳までの子どもの人数で数えます。

② 保育料無償化 　第３子以降の子どもについて、保育所（園）、認定こども園及び認可外保育
施設の保育料を無償とします。

③ 保育所（園）など
給食費無償化

　第３子以降の子どもについて、保育所（園）、認定こども園、幼稚園及び認
可外保育施設の給食費を無償とします。

そのほかの支援

④ 出会い・結婚・出産・子育て
応援事業所の認定

　従業員の出会い、結婚、出産、子育てを積極的に支援する取組を行う事業
所を認定します。

⑤ 不妊不育症治療に対する支援

　経済的な負担を軽減するために治療費を助成します。
・一般不妊治療費助成　限度額　15万円
・生殖補助医療費助成　限度額　12万５千円（治療内容により36万円）
・不育症治療費助成　　限度額　５万円

⑥ 産前産後家事支援サポーター
派遣事業のお試し券

　妊娠中から３歳に達した次の３月末までの子どもを持つ親に対し、家事支
援などを行う事業のお試し券（２時間分）を、新規登録時に無料配布します。

⑦ ファミリー・サポート・
センター事業のお試し券

　生後３か月から小学校６年生までの子どもを持つ親に対し、育児援助を受
けることができる事業のお試し券（１時間分）を、新規登録時に無料配布し
ます。

⑧ 紙おむつ廃棄用ごみ袋の配布 　子どもが生まれた世帯に対し、紙おむつ廃棄用のごみ袋１年分を配布しま
す。（燃やせるごみ収集袋（中）120枚）

子育てしやすいまち　浜田

出会いからから子育て

問合せ　子ども・子育て支援課
①、④　　　子ども政策係　　　☎㉕９３３１
②、③　　　保育所幼稚園係　　☎㉕９３３０
⑤、⑥、⑧　子育て世代包括支援センター ☎㉒１２５３
⑦　　　　　はまだファミリーサポートセンター　☎㉒８９１２

出産・子育て支援

までしっかり応援します
①結婚新生活支援事業補助金 ②結婚新生活応援金

概要

　新婚世帯の住居費（購入費用、賃貸費用、リ
フォーム費用）や引っ越し費用を補助します。

・補助上限額　１世帯当たり30万円
※　ただし、夫婦共に29歳以下の場合、
１世帯当たり60万円

新婚世帯へ結婚新生活応援金を支給します。
・１世帯当たり10万円

対象要件
（※）

・令和７年１月１日以降に婚姻届を提出
・夫婦ともに婚姻日の年齢が39歳以下
・申請時に夫婦ともに住民票の住所が補助対象と
なる住宅の住所になっていること

・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること

・直近の所得証明書をもとにした夫婦合計所得が
500万円未満であること

・婚姻日に夫婦双方又は一方が市内に住所を有し、
かつ申請時に夫婦ともに市内に住所を有すること
・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること
・年齢要件、所得要件、使途の制限なし

申請期間 令和８年２月末日まで 婚姻日から１年以内

「はぴこ」は、しまね縁結びサポートセンターに登録された縁結びボランティア「島根はっぴぃこーでぃねー
たー」の愛称です。浜田はぴこ会は、独身男女の出会いの場をつくるために活動しています。一緒に活動して
いただける人を募集中です。
問合せ 浜田はぴこ会事務局　ショートメール専用　 ☎０８０‐２９３４‐５８９６

市では、新規に婚姻した世帯に対し、少子化対策及び定住促進を目的として、次の①又は②の
いずれかの支援を行います。

市では、令和７年度から「しまコ」への新規登録・更新料の実費負担額を補助（※）
します。
※　新規登録・更新手続の際にしまね縁結びサポートセンターから発行された領収書
　が必要です。

　問合せ
　定住関係人口推進課移住定住係　☎㉕９５１１

※　対象要件はほかにもありますので、お問い合わせください。

しまねコンピューターマッチング「しまコ」登録・更新が無料になります

しまね縁結び
サポートセンター
ホームページは
こちらから
見られます

出会い・結婚支援

「しまコ」とは
結婚支援システム「しまコ」は、しまね縁結びサポートセンターが運営する

会員制のマッチングシステムです。
20歳以上で島根県内に在住・在勤、又は将来島根県内に移住の意志や予定が

ある人で、インターネット及びメールが利用できるスマートフォン又はパソコ
ンを持っている人が対象です。結婚を希望する独身男女が自身のプロフィール
を登録し、相手の情報を閲覧して、会いたい人を探すことができます。

市役所本庁舎４階の定住関係人口推進課でも閲覧可能です。
閲覧日　毎週火曜日　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）
問合せ　しまね縁結びサポートセンター浜田センター　☎㉕１１５０
　　　　　定住関係人口推進課　☎㉕９５１１ 

市内在住の若者（39歳以下）の人

浜田はぴこ会　会員募集
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ヤングケアラーの早期発見・早期対応を目的として、子ども・子育て支援課に相談窓口を設置して
います。「ヤングケアラーかな」と感じたお子さんがいたら連絡してください。「自分はヤングケアラー
かな」と思ったら、ひとりで悩まず相談してください。

ヤングケアラーとは、こんな子どもたちです

問合せ　子ども・子育て支援課
　　　　子ども家庭相談係　☎㉕９３３１

〇障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・掃除・洗濯などの家事をしている
〇家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている
〇障がいや病気のあるきょうだいの世話や見守りをしている
〇家計を支えるために労働をして、障がいや病気のある家族を助けている
〇アルコール・薬物・ギャンブル問題を抱える家族に対応している　など

　家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面
のサポートなどを行っている18歳未満の子どもをいいます。

あなたの身近に
　ヤングケアラーはいませんか？
家庭内の問題ということで、実態の把握が難しく、当事者の子ども自身がその生活が当たり前になっていて気付
いていなかったり、不安や不満を言い出せなかったり、また、困ったときにどこに助けを求めていいのか分からず、
表面化しづらくなっている場合があります。 　浜田市は平成17年10月１日に１市３町１村が合併して

誕生し、令和７年10月１日に20周年を迎えます。
　この大きな節目を市民の皆さんとともに祝い、盛り上
げていくため１年を通じて様々な記念行事を行います。

新市誕生20周年記念事業
新市誕生20周年記念式典
新市誕生20周年を記念して式典を行います。
日程　　10月５日㈰　午前10時～（予定）
場所　　石央文化ホール　大ホール
内容　　特別表彰・令和７年度浜田市表彰
　　　　アトラクション・記念講演　など
担当課　市長公室　☎㉕９１００

石州浜っ子夏まつり
（仮称）納涼夏踊り大会
　浜っ子夏祭りに併せ納涼交流イベントを開催
します。
日程　　８月９日㈯　夕方～
場所　　はまだお魚市場周辺
担当課　地域活性化室 ☎㉕９２０１

フォレスタコンサート
　浜田PR大使の大野隆さんと竹内直紀さんが所
属する人気コーラスグループ「フォレスタ」メ
ンバーを招いて記念コンサートを実施します。
日程　　12月14日㈰　時間未定
場所　　石央文化ホール　大ホール
担当課　文化振興課　☎㉕９７３０

おかあさんといっしょ宅配便
　「ファンターネ！小劇場」
　NHKの子ども向け番組「おかあさんといっ
しょ」のキャラクターが出演するイベントです。
日程　　令和８年１月31日㈯　時間未定
場所　　石央文化ホール　大ホール
担当課　文化振興課　☎㉕９７３０

ヤングケアラーに関する相談窓口

例えば…

㈰
まで

ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値R６. ９.20 R ６. ９.20 R ６.12.20 R ６.12.20
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん　　　（g/㎥N） 0.005未満 0.004未満 0.005未満 0.004未満 0.08 0.01
硫黄酸化物　　（㎥N/h） 0.012未満 0.010 0.02未満 0.010未満 75.6（注1） 0.2
窒素酸化物　　　（ppm） 17 13 21 32 250 50
塩化水素　　（mg/㎥N） 14 15 11 ８ 700 70
全水銀　　　（μg/㎥N） 1.1 25 0.30 1.2 50 －

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.000051 0.000090 0.00022 0.0011 １ 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R７. ２.14

－ 3 －1.6
スラグ・メタル中ダイオキシン類

（ng-TEQ/g）
R６. ９.20
0.00051

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注１）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

令和６年度の測定は、表の項目の
ほか、騒音・振動・悪臭についても
実施しましたが、結果は全て基準を
下回っていました。
今後も、引き続き周辺環境に配慮
した施設運営に取り組みます。

周辺環境測定結果（大気質）（令和６年９月18日～24日、７日間連続測定）
調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準

（環境基準）

県道300号
（跡市波子
　停車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm）日平均値の最大値 0.001 0.04～

0.06以下
二酸化硫黄

（ppm）
日平均値の最大値 0.003 0.04以下
１時間値の最大値 0.004 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.011 0.10以下
１時間値の最大値 0.048 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 ND 0.02以下最大値 ND
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0034 0.6以下

※　「ND」とは、定量下限値（0.002ppm）未満のことを表しています。

問合せ　エコクリーンセンター
（浜田地区広域行政組合総務課業務係）
　☎０８５５53５０８１

広域圏だより 浜田地区広域行政組合浜田市・江津市

祝 全 国 大 会 出 場 おめでとうございます

全国小学生ソフトテニス大会
（千葉県：３月29日㈯～31日㈪）

（左から）
田平紘涼さん
　（国府小学校５年）
竹田享仁さん
　（周布小学校４年）

※　令和７年３月時点の学年です

　そのほかにも令和７年度に行うイベントなどを、特別に「新市誕生20周年記念」と冠を付けて実施し、皆
さんと盛り上げていきます。
　５月～６月に冠事業として実施するイベントは下記のとおりです。
開催予定日 イベント 開催場所 担当課

５月４日㈷ ふるさと体験村春まつり ふるさと体験村 弥栄支所産業建設課
６月７日㈯ 石見のまんなか神楽市 地域交流プラザ 観光交流課
６月14日㈯ 波佐歴史探訪ウォーキング大会 波佐まちづくりセンター 金城支所防災自治課
６月22日㈰ いわみ子供神楽フェスタ2025 原井小学校体育館 観光交流課
20周年記念事業として市民協働活性化支援事業補助金の予算を増額しています。ぜひご利用ください。
詳しくは、26ページをご覧ください。

浜田市は
新市誕生20周年を迎えます
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浜田市職員採用試験
　第１回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。
採用予定日　　　令和７年10月１日㈬又は令和８年４月１日㈬
第１次試験　　　６月８日㈰
試験会場　　　　浜田会場・大阪会場（詳細は市ホームページ又は募集要項でご確認ください）
申込方法　　　　以下のいずれかの方法で申し込んでください。
　　　　　　　　①Web申込みフォーム
　　　　　　　　　右記申込みフォームから必要事項を入力し、申し込んでください。
　　　　　　　　②郵送又は持参
　　　　　　　　　採用試験実施要項（人事課・各支所防災自治課にあります。配布は４月25日㈮頃から行います）
　　　　　　　　　に基づき、受験申込書類を提出してください。実施要項は市ホームページからもダウンロード
　　　　　　　　　できます。
受付期間　　　　４月25日㈮～５月16日㈮（郵送の場合、当日消印有効）

採用職種 人員 対象者
（令和８年４月１日時点）

必要な資格・条件など
（詳細は、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員 ４人程度 22歳以上29歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実施しま
す。学歴、資格などは問いません。

一般事務員
（社会人経験者） ３人程度 24歳以上40歳以下の人

学歴、資格などは問いませんが、令和７年５月１日時点
で社会人経験３年以上の人が対象です。
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。

土木技術員
（土木） １人程度 20歳以上40歳以下の人 学歴、資格は問いません。

土木技術員
（水道） １人程度 20歳以上40歳以下の人 学歴、資格は問いません。

建築技術員 １人程度 20歳以上30歳以下の人 学歴、資格は問いません。
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。

幼稚園教諭 １人程度 35歳以下の人 幼稚園教諭の免許及び保育士の資格を有する人
（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

消防士
（経験者） １人程度 35歳以下の人

消防組織法第51条に基づき設置された消防学校の初任教
育及び救急科を修了している人
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。
【体力試験を行うため、受験会場は浜田のみ】

消防士
（救急救命士） １人程度 35歳以下の人 救急救命士の資格を有する人

【体力試験を行うため、受験会場は浜田のみ】

提出・問合せ　人事課人事係　☎㉕９１３０
　　　　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地

※　９月に次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。
　①一般事務員（18歳以上23歳以下）新規高等学校卒業者などが受験可能
　②一般事務員（24歳以上40歳以下）社会人経験が３年以上の人が対象
　③一般事務員（18歳以上40歳以下）身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、
　　療育手帳のいずれかの交付を受けている人が対象
　④土木技術員（18歳以上40歳以下）新規高等学校卒業者などが対象
　⑤消防士（18歳以上25歳以下）新規高等学校卒業者などが受験可能
※　一般事務員（社会人経験者枠、障がい者枠含む）、土木技術員及び消防士で受験申込みができるのは、６月・
９月を通じてひとつの区分のみです。
※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。

令和７年度第１回 浜田会場・大阪会場で
受験できます

市役所の仕事や採用試験制度の説明などを行う採用説明会を実施します。
浜田市職員採用試験の受験を検討している人は、ぜひ参加してください。

開催日　　５月２日㈮　午後４時～５時
対象者　　浜田市役所で働くことに関心のある人
内　容　　令和７年度試験概要、市役所の仕事についてなど
開催方法　Zoomによるオンライン開催
申込期間　４月18日㈮～30日㈬
申込方法　右記申込みフォームから申し込んでください。

浜田市職員採用サイトは
こちらから見られます

こちらから
申し込めます

こちらから
申し込めます

採用職種・要件など

浜田市行政組織の一部が変わりました

総務部（４月１日から）総務部（１月１日から）

市民生活部
　税務課市民税係

☎㉕９２３１

健康福祉部（４月１日から）

地域政策部　（４月１日から）

まちづくり社会教育課
　まちづくり社会教育係
　地域活動支援係
　公共交通係

☎㉕９２０１
☎㉕９２０４

まちづくり社会教育課
　社会教育係
　まちづくり推進係
　公共交通係

保険年金課
　国保係
　賦課給付係

※　賦課給付係を廃止し、所管事務を国保係へ移管
　しました。

保険年金課
　国保係

☎㉕９４１０

※　まちづくり社会教育課の内室として地域活性化室
　及び地域活性化係を新設しました。

行政機構図は
市ホームページから
見られます

４月から、以下のとおり行政組織の一部を変更しました（一部
１月からの変更あり）。
変更する部署については、太字で記載しています。
また、全体の機構図は、市ホームページに掲載しています。

総務課
デジタル推進室
　デジタル推進係

地域政策部
　政策企画課
　地域情報係

まちづくり社会教育課
地域活性化室
　地域活性化係

☎㉕９２０１

※　情報政策に関する２部署の業務を統合し、
　DX推進課を新設しました。

問合せ　行財政改革推進課行革推進係　☎㉕９１０１

臨時特別給付金室
　臨時特別給付金係

DX推進課
　DX推進係
　システム管理係

☎㉕９１５０

産業経済部（４月１日から）

浜田駅周辺活性化推進室
　駅周辺活性化推進係

新設
☎㉕９１１５

※　駅周辺エリアの活性化に関することを検討する
　ため浜田駅周辺活性化推進室及び駅周辺活性化推
　進係を新設しました。

廃止

事務移管 統合

名称変更

新設

統合 新設

※　臨時特別給付金室を廃止し、税務課へ事務移管
　しました。
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完成したかかしと参加者

一斉にスタートするランナーたち

煙の体験をする参加者

子どもの健康を祈り飾り付けを作成する来場者

　３月18日㈫、波佐ときわ会館で地区住民を対象に、防災教室
と消防訓練がありました。
　防災教室では、防災士から「明日から始める防災」をテーマ
に、地震が起きた時、時間経過とともにどんな行動をとればよ
いかを学びました。消防訓練では火災を想定し、避難、通報、消
火訓練を消防署の指導のもと行いました。訓練終了後には、波
佐小学校の児童と波佐保育園の園児も加わった約40人が煙の体
験をしました。参加者は、「全く何にも見えなかった」「低くなっ
ても前が見えにくかった」などと話していました。

３月８日㈯、はまだお魚市場周辺で「うみかぜ薫るリレー＆
ソロマラソンin山陰浜田港」が開催され、ソロマラソンに53人、
リレーマラソンに352人（45チーム）のランナーが県内外から
集結しました。今大会は、リレー部門で県内初の耐久マラソン
を導入したほか、当日は隣接するはまだお魚市場でイベントの
開催もあり、多くの参加者で会場は熱気に溢れました。
　マラソンに参加したランナーたちは、沿道からの温かい声援
を受け、浜田の特色を活

い

かしたエイドステーションでの休憩も
楽しみながら、爽やかな汗を流しました。

３月３日㈪からの２週間、「旭ひな在月」と題した雛人形の
展示が旭支所多目的室でありました。
旭地域５か所のまちづくりセンターの連携事業として実施し、

各センターから持ち寄った約150体の人形が特設ひな壇に並べ
られました。また、会場は地域の各団体の作製した、吊るし飾
りや折り紙などで彩られ、華やかにアレンジされました。来場
者は、工作コーナーで飾り付けを作りながら鑑賞しました。ま
ちづくりセンターでは、今後もイベントをとおして住民同士の
交流が深まる企画を展開していきます。

笑顔で快走
～ うみかぜ薫るリレー＆ソロマラソンin山陰浜田港 ～

はまだ

煙の体験をしました
～ 波佐防災教室と消防訓練 ～

かなぎ

壮観なひな人形や飾り
～ 旭ひな在月 ～

あさひ

　３月20日㈷、弥栄会館で浜田市交通安全協会弥栄支部と安城
まちづくりセンターの共催で「交通安全かかし作り」が開催さ
れました。地域の有志と子どもたちが一緒に、交通安全運動に
使うかかしを手作りしました。古着や帽子を使い、個性豊かな
かかしが完成し、標識を持たせたり、反射材を取り付けたりし
て、ドライバーに交通安全を呼びかける工夫を凝らしました。
　参加者は「手作りのかかしが、交通事故のない安全なまちづ
くりに貢献してくれると期待します」と話していました。

子どもたちの笑顔と手作りのかかし
～ 交通安全かかし作り ～

やさか

下古和ロック座の創作劇「ザッツ…ムシ！」

山陰久佐松竹座が演じる地芝居

　３月２日㈰、黒沢まちづくりセンターで「第31回黒沢地域民
芸能祭」が開催され、約160人が来場しました。これは、地域の
伝統行事を引き継ぐために「芸能祭」を復活させようと実行委
員会が中心となって企画したものです。
　当日は、井川自治会の「S58災害体験談」、黒沢婦人会の踊り
「東京ブギウギ」、下古和ロック座の創作劇など、11組が出演し
ました。また、野菜やパン、コーヒー、弁当の販売もあり、会
場のにぎわいに花を添えました。来場者は、劇や熱唱に手拍子
や声援を送り、会場は大いに盛り上がりました。

　３月２日㈰、岡見まちづくりセンターで、「岡見まちづくりセ
ンターまつり」が開催され、約300人が来場しました。趣味の
サークル活動や生涯学習の成果を披露する場として、まちづく
りセンター運営推進委員会の協力のもと開催されました。
　当日は、焼き芋販売やバザーのほか、保育園児による体操、
キッズダンス、ウクレレ演奏、子ども神楽、運営推進委員によ
るロマンス詐欺の寸劇など、13組が出演しました。趣向を凝ら
した出し物に、来場者からは盛大な拍手が送られました。

　３月２日㈰、久佐まちづくりセンターと久佐地区まちづくり
振興会が主催する「第28回久佐文化祭ふれあいフェスタ」が開
催され、あいにくの雨にもかかわらず多くの人が来場しました。
　各団体の活動展示だけでなく、炊き込みご飯やお好み焼きな
どを販売する出店もありました。また、ステージイベントでは
巫女舞に始まり、神楽や舞踊、ダンス、地芝居、ミニコンサー
トなど13演目が披露され、来場者は各ステージが終わるたびに
拍手を送り、最後はお楽しみ抽選会で楽しいひとときを過ごし
ました。

　３月１日㈯、弥栄会館で弥栄神楽まつり実行委員会が主催す
る「第18回どぶろくの里弥栄神楽まつり」が開催され、約450人
の来場者で満員となりました。
　五穀豊穣の祈りと感謝の気持ちを表すイベントとして、４社
中による伝統的な神楽が上演され、迫力のある舞で観客を魅了
しました。また、地元産品の販売、どぶろくや神楽グッズなど
が当たる抽選会で、会場は大いににぎわいました。来場者は「毎
年神楽まつりを楽しみにしています」「今年のどぶろくもおいし
くいただきました」と笑顔で話していました。

これが黒沢の芸能祭だ
～ 黒沢地域民芸能祭 ～

みすみ

かなぎ

「集う、学ぶ、結ぶ」地域活動の拠点
～ 岡見まちづくりセンターまつり ～

みすみ

弥栄の伝統イベント
～ どぶろくの里弥栄神楽まつり ～

やさか

恵比須を舞う子どもたち

ステージイベントを楽しみました
～ 久佐文化祭 ～

♥Town Topics♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い
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地元神楽社中による大蛇
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安
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安
心

生
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境
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宅

産
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域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
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市長日記 （令和７年３月）元気な浜田をつくります

石川佳純47都道府県サンクスツアー in
島根・浜田市で開会のあいさつを行い、
記念品を贈呈しました（３月30日）

浜田亀山ライオンズクラブより街頭防犯
カメラの寄贈を受けました（３月27日）島根県立大学浜田キ

ャンパスに島根県立

大学支援協議会の会
長として支援品を贈

呈しました（３月27
日）

浜田市出会い・結婚・出産・子育て応援
認定事業所のうち、優良事業所として誠
和会を表彰しました（３月19日）

市内で「音楽」「歴史・文化」「農業」な
どの分野で活躍する地域おこし協力隊９
人の活動報告会を行いました（３月19日）

島根県立大学卒業証書授与式及び大学院
学位記授与式に出席しました（３月19日）

宮田建設工業㈱の創立100周年記念事業
として整備された「さくら広場」の贈呈
を受けました（３月19日）

駅周辺の南北を直線でつなぐ、君市踏切
（愛称：田町通り踏切）の開通式を開催
しました（３月15日）

長浜小学校４年生から海岸清掃啓発看板
の寄贈を受けました（３月10日）

企業版ふるさと納税により寄附をいただいた日本生命保険相互会社に感謝状を贈呈しました（３月10日）

石見地方を拠点とするサッカークラブ「ベルガ
ロッソいわみ」の脇本晃成さんと横井健太さん
に地域おこし協力隊を委嘱しました（３月６日）

浜田高等学校の卒業証書授与式に出席
し、祝辞を述べました（３月１日）

市長日記 （令和７年３月）

21 20

生
活
・
環
境

個
人
で
申
請
す
る
場
合

対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ
と

④
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、

手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

⑤
手
術
を
受
け
さ
せ
た
猫
に
対
し
、

ほ
か
の
同
種
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き

一
律
５
０
０
０
円

手
術
を
受
け
さ
せ
た
後
に
、
領
収

書
・
振
込
先
の
分
か
る
も
の
を
持
っ

て
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
会
・
自
治
会
で
申
請
す
る
場
合

対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
浜
田
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
で

あ
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

④
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ
と

⑤
繁
殖
制
限
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い

猫
が
い
る
場
合
は
、
手
術
す
る
前

に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
環
境
課
に

よ
る
当
該
猫
の
現
地
調
査
に
協
力

す
る
こ
と

⑥
手
術
を
実
施
す
る
前
に
、
手
術
を

受
け
さ
せ
る
猫
に
関
し
て
町
内

会
・
自
治
会
の
住
民
に
回
覧
な
ど

で
周
知
す
る
こ
と

⑦
手
術
を
受
け
さ
せ
た
猫
に
対
し
、

ほ
か
の
同
種
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き
全
額

手
術
を
受
け
さ
せ
た
い
猫
が
い
る

場
合
は
必
ず
環
境
課
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
事
前
連
絡
な
し
で
の
申
請

は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

猫
の
繁
殖
制
限
手
術
費
用
を

助
成
し
ま
す

安
全
安
心

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
L
I
N
E
か
ら
試
験
電
文
が
配
信

さ
れ
ま
す
。

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

試
験
日
時

５
月
28
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま
す
。

メ
ー
ル
・
L
I
N
E
な
ど
内
容

「
件
名
：
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

５
月
１
日
㈭
か
ら
31
日
㈯
ま
で

「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
免
許
な
し
で
乗
れ
る
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差

し
運
転
や
、
乗
車
中
の
携
帯
電
話
の

使
用
・
右
側
通
行
な
ど
の
ル
ー
ル
違

反
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
全
年
齢
で
努
力
義
務
化
さ
れ
、
令

和
６
年
11
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
乗

車
時
の
携
帯
電
話
利
用
や
飲
酒
運
転

が
厳
罰
化
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
に
乗
車
す
る
際
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

島
根
県
で
は
、
県
内
の
優
れ
た
自

然
の
風
景
地
の
保
護
と
利
用
の
増
進

を
図
る
た
め
、
島
根
県
立
自
然
公
園

条
例
を
定
め
、
県
内
11
カ
所
の
県
立

自
然
公
園
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

県
立
自
然
公
園
に
お
け
る
利
用
規
制

の
強
化（
令
和
７
年
７
月
１
日
施
行
）

特
別
地
域
（
景
観
の
優
れ
た
地

域
）
に
お
け
る
野
生
動
物
の
餌
付
け

な
ど
の
行
為
に
対
す
る
規
制
の
創
設

や
、
違
法
伐
採
な
ど
の
禁
止
行
為
に

係
る
罰
則
の
引
上
げ
を
行
い
ま
す

（
６
月
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
↓
１
年
以
下
の
懲
役

（
※
）
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
引
上
げ
）。

※

令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
「
懲

役
」
は
「
拘
禁
刑
」
と
な
り
ま
す
。

島
根
県
立
自
然
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す

広報はまだ：令和７年５月号

問
合
せ

島
根
県
自
然
環
境
課

☎
０
８
５
２
㉒
６
３
７
７
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       ５月は「消費者月間」

地球環境に良い消費行動をしよう

環 境 コラムコラム

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

毎年のように異常気象の影響による災害が発生し、私たちは地球温暖化による気候変動の影響をひしひし
と感じています。地球温暖化の責任は、ほぼ全面的に人類にあると言われていて、日々の行動を見直してい
くことが不可欠です。かけがえのない地球を守り、持続可能な社会を将来世代に引き継いでいくために、ど
んな消費行動が地球環境にとって良い行動なのか、自身の消費行動を振り返り、考え、話し合う機会を作り、
地球環境に配慮したグリーン志向の消費行動を始めましょう。

       令和７年度消費者月間テーマ
「明日の地球を救うため、消費者にできること　グリーン志向消費
　～どのグリーンにする？～」

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
と
は
？

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
を

案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活

相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
（
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
は
除
く
）。

「
特
殊
詐
欺
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
に
よ
る
被
害
に
あ
っ

た
」「
商
品
を
注
文
し
た
ら
定
期
購

入
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電

話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相

談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま

す
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

国
道
１
８
６
号
の
新
笹
ケ
峠

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
す

金
城
町
小
国
地
内
の
国
道
１
８
６

号
に
お
い
て
、
新
笹
ケ
峠
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
、
新
し
い
道
路
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
の
笹
ケ
峠
ト

ン
ネ
ル
は
閉
鎖
し
、
通
行
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
通
日

５
月
17
日
㈯

問
合
せ

島
根
県
浜
田
県
土
整
備
事
務
所

土
木
工
務
第
三
課

☎
㉙
５
６
８
２

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽
を
設

置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

公
共
下
水
道
及
び
集
落
排
水
の
供

用
区
域
で
な
い
区
域

補
助
対
象

①
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
事

業
が
完
了
す
る
も
の

※

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
す
る
こ
と

※

浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資
格

者
が
施
工
す
る
こ
と

※

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単

独
処
理
浄
化
槽
又
は
く
み
取
り
槽

に
代
え
て
浄
化
槽
を
設
置
す
る
も
の

浄化槽設置補助額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・三隅地域 金城・旭地域

５人槽 332,000円 390,000円

６～７人槽 414,000円 474,000円

８～10人槽 548,000円 660,000円

11人槽以上 939,000円 1,002,000円

③
専
用
住
宅
の
新
築
に
併
せ
て
浄
化

槽
を
設
置
す
る
も
の
の
う
ち
、
汚

水
処
理
の
未
普
及
解
消
に
つ
な
が

る
も
の

④
併
用
住
宅
（
居
住
部
分
に
係
る
延

床
面
積
の
割
合
が
２
分
の
１
を
超

え
る
も
の
）

⑤
事
前
に
市
の
確
認
を
受
け
て
い
る

浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
た
販
売
住
宅

を
設
置
年
度
に
購
入
し
た
も
の

⑥
汚
水
処
理
の
未
普
及
解
消
に
つ
な

が
る
人
が
入
居
す
る
、
集
合
住
宅

又
は
戸
建
の
賃
貸
住
宅
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
も
の

⑦
浄
化
槽
法
第
７
条
及
び
第
11
条
に

基
づ
く
検
査
を
受
け
る
こ
と

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
、
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
、
地
域
の
勉
強
会

な
ど
に
浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
高
齢
者

サ
ロ
ン
、
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
、
職
場
の
研
修
な
ど

に
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
出
前
講
座
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

加
算
補
助

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
転
換
に
伴
う
宅
内
配
管
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
限
30
万
円

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
転
換
す
る
際
の
宅
内
配
管
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

既
設
住
宅
の
建
て
替
え
及
び
増
築
と

併
せ
て
転
換
す
る
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化
槽

の
撤
去

・
単
独
処
理
浄
化
槽

上
限
12
万
円

・
く
み
取
り
槽　
　
　
上
限
９
万
円

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
転
換
す
る
場
合
、
槽
の
本
体

を
掘
り
起
こ
し
て
処
分
す
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

単
独
槽
処
理
浄
化
槽
の
雨
水
貯
留
な

ど
へ
再
利
用　
　
　
　
上
限
９
万
円

申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※

予
算
総
額
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

※

補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
市
役

所
西
分
庁
舎
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

下
水
道
課
施
設
係

☎
㉕
９
６
４
１

開
催
会
場

市
内
に
限
る
（
会
場
の

手
配
は
、
主
催
者
側
で
お
願
い
し

ま
す
）

日
時

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
（
土
・
日
・
祝
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
は
除
き
ま
す
）

講
座
時
間

１
時
間
程
度

対
象
者

市
内
に
在
住
、
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
５
人
以
上
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ

内
容

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
（
副
業
詐

欺
、
特
殊
詐
欺
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資

詐
欺
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
、
ネ
ッ
ト

通
販
、定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
）

な
ど

講
師
派
遣
料

無
料
（
会
場
使
用
料

な
ど
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
の

負
担
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法

希
望
す
る
日
の
約
１
か

月
前
ま
で
に
、
環
境
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※

希
望
日
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

条
例
、
規
則
な
ど
の

制
定
・
改
正
情
報
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
確
認
で
き
ま
す

令
和
７
年
４
月
１
日
㈫
か
ら
、
条

例
な
ど
の
公
布
を
行
う
公
告
式
掲
示

場
を
市
役
所
本
庁
舎
前
の
一
か
所
と

し
て
い
ま
す
。掲
示
情
報
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

※

個
人
情
報
な
ど
を
含
む
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
せ

ん
。

※

窓
口
な
ど
で
掲
示
情
報
の
閲
覧

を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲示情報は
こちらから
見られます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
に
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

開
設
日

５
月
24
日
㈯

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、

お
待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マイナンバー
カードの詳細は
こちらから
見られます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

例
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日

に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
高
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
そ
れ
が
継

続
す
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど

の
発
令
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起

が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
健
康

被
害
が
生
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
報
な
ど
の
発
令
時
に
は

・
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
で
き
る

だ
け
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

な
ど
で
は
、
子
ど
も
は
で
き
る
だ

け
室
内
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

人
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化
水

素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ
る
オ

ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸
化
性
物
質

で
す
。

※

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に

浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う
ち
、

粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
、
非
常
に
小

さ
な
粒
子
で
す
（
人
の
髪
の
約
30

分
の
１
の
大
き
さ
で
す
）。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

新笹ケ峠
トンネル
L＝425m

問
合
せ

総
務
課
法
令
文
書
係

☎
㉕
９
１
１
１

新しい道路L＝725m

笹ケ峠
トンネル

現道

〇×

×〇
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子
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健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
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育・文
化・ス
ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
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住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2425 広報はまだ：令和７年５月号

再生可能エネルギー設備の導入を助成します
　市では県の補助金も活用しながら、再生可能エネルギーの導入に取り組み、設備を設置する市民、事業者に　
対し、費用の一部を補助します。
　なお、市内事業者により、設備の設置工事を行うことが要件です。

補助対象となる設備 補助対象者 補助金額

(1)

住宅用太陽光発電設備
・太陽電池及びパワーコンディショナーにより構成され  
　るもの
・太陽電池の公称最大出力合計値が10kW未満のもの
・電力会社と電力受給契約を締結すること

市民

１kWあたり４万円
（４kWまで）（上限16万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、１kWあたり８万円
　（４kWまで）（上限32万円）

(2)

蓄電池設備
・住宅用太陽光発電設備と同時に設置する
　又は上記(1)の設備要件を満たす設備を既に設置して
いること

・据置型で蓄電池容量が１kWh以上のリチウムイオン
蓄電池部及び変換装置を備えており、太陽光発電に
より発電した電力を繰り返し蓄え、必要に応じて消
費できるもの

市民

設置費用の10/10以内
（上限14万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限28万円

(3)
太陽熱利用設備（ソーラーシステム）
・太陽熱を給湯・冷暖房などに利用する設備で、集熱
　器と貯湯部分が分離したもの

市民
市内事業者

設置費用の１/３以内
（上限20万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限40万円

(4)

木質バイオマス熱利用設備
　（ペレットストーブ、薪ストーブ）
・薪又はペレットを燃料として使用するストーブであ
　ること
・薪ストーブは２次燃焼などにより排煙を減少させる構
　造のもの

市民

設置費用の１/２以内
（上限30万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限60万円

(5)

家庭用燃料電池設備（エネファーム）
・（一社）燃料電池普及促進協会が指定する機器であ
　ること
・国や県の同様の補助との併用が可能

市民
市内事業者

設置費用の10/10以内
（上限18万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限36万円

※　補助要件などの詳細、各種様式については市ホームページをご覧ください。
　　なお、補助対象者は市税の滞納がないことが要件です。

申請先・問合せ　環境課カーボンニュートラル推進室　　☎㉕９００８

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま

ち
の
美
化
活
動
で
す
。

公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど
の

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施

し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の
苗
・
球

根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

活
動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、
公

共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し

て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
41
の
団
体
が
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
、
ま
ち
の
清

掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

登
録
手
続

・
活
動
す
る
団
体
・
活
動
メ
ン
バ
ー

を
構
成
し
ま
す
。

・
市
に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
養
子

縁
組
届
を
提
出
し
ま
す
（
活
動
団

体
及
び
代
表
者
名
・
活
動
区
域
・

活
動
人
数
・
活
動
開
始
日
・
活
動

の
頻
度
な
ど
を
記
入
）。

・
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

・
希
望
す
る
団
体
に
は
、
市
が
ア
ダ

プ
ト
サ
イ
ン
（
看
板
）
の
設
置
や

清
掃
に
必
要
な
用
具
提
供
を
行
い

ま
す
。

※

制
度
の
概
要
・
活
動
に
つ
い
て

の
相
談
、
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

５月側溝消毒予定表
日 曜 場所
１ 木 原町、瀬戸見町、元浜町
7 水 原井町
8 木 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
12 月 長沢町１
13 火 長沢町２～５・７・８
14 水 生湯町１～４
15 木 長沢町６・８
19 月 浅井町４～６
20 火 浅井町１～３・７、黒川町１・２
21 水 黒川町３～７
22 木 相生町１～３
26 月 相生町３・４、竹迫町
28 水 杉戸町､ 笠柄町
29 木 熱田町６～10
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

島
根
県
で
は
旭
及
び
三
隅
都
市
計

画
道
路
の
都
市
計
画
変
更
を
行
う
た

め
の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
説
明
会
・
意
見
公
述
会

を
開
催
し
ま
す
。

都
市
計
画
説
明
会

日
時

５
月
13
日
㈫

午
後
７
時
〜

場
所

市
役
所
本
庁
舎
４
階

講
堂
Ａ
・
Ｂ

都
市
計
画
変
更
原
案
の
閲
覧

期
間

５
月
14
日
㈬
〜
28
日
㈬

（
閉
庁
日
、
閉
庁
時
間
を
除
く
）

場
所

・
島
根
県
都
市
計
画
課

・
市
役
所
建
設
企
画
課
、
旭
支
所
産

業
建
設
課
、
三
隅
支
所
産
業
建
設

課
※

原
案
は
島
根
県
都
市
計
画
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
説
明
会
・

意
見
公
述
会
を
開
催
し
ま
す

意
見
公
述
会

日
時

６
月
４
日
㈬

午
後
７
時
〜

場
所

市
役
所
本
庁
舎
４
階

講
堂
Ａ
・
Ｂ

※

意
見
公
述
を
希
望
す
る
人
は
、

意
見
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※

申
出
書
の
様
式
は
、
前
ペ
ー
ジ

変
更
原
案
の
閲
覧
場
所
又
は
県
都

市
計
画
課
及
び
市
役
所
建
設
企
画

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

申
込
期
間

５
月
14
日
㈬
〜
28
日
㈬

（
閉
庁
日
、
閉
庁
時
間
を
除
く
）

※

意
見
公
述
の
申
込
み
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
公
述
会
を
中
止
と
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ

・
島
根
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
５
２
㉒
５
２
１
３

・
市
役
所
建
設
企
画
課

☎
㉕
９
６
０
１

ホームページは
こちらから
見られます

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
見られます

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い

住

宅

市
で
は
「
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
建
築
物
の
建
て
替

え
時
に
狭
い
市
道
の
拡
幅
整
備
を
行

い
、
災
害
時
の
避
難
行
動
や
防
火
活

動
、
日
照
・
通
風
・
防
火
性
能
な
ど

に
有
利
な
空
間
を
確
保
し
、
安
全
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。

事
業
の
概
要

都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
幅

員
１
・
８
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
の
市
道

（
２
項
道
路
に
限
る
）
に
面
し
た
建

築
物
の
建
替
え
を
行
う
場
合
に
、
左

図
の
拡
幅
部
分
（
道
路
後
退
用
地
）

を
市
に
無
償
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ

の
部
分
に
あ
る
門
、
塀
な
ど
の
撤
去

費
や
後
退
し
た
部
分
に
設
け
る
擁
壁

の
築
造
費
な
ど
に
つ
い
て
、
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

無
償
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
道
路

後
退
用
地
は
、
市
道
と
し
て
整
備
し
、

維
持
管
理
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

既存道路
境界線

４ｍ未満
市道

道路中心線

後退しなければ
ならない道路境界線

拡幅部分（道路後退用地）
※　自分の土地であっても、
家を建てたり、門や塀などを
つくることができない土地

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

建
物
の
建
て
替
え
時
に

お
け
る
狭
い
市
道
の

拡
幅
を
補
助
し
ま
す

ホームページは
こちらから
見られます

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２



広報はまだ：令和７年５月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2627 広報はまだ：令和７年５月号

産

業

地
域
活
性
化

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
で
す
。

転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場
合

農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ａ
未
満
の
農
業

用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具

収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

※

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
地
転
用
の
申
請
や

各
種
届
出
及
び
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
申
出
の
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
で

す
。こ

の
除
外
申
出
の
受
付
は
い
つ
で

も
可
能
で
す
が
、
許
可
が
降
り
る
の

は
年
２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締

切
）
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

まちづくりの各種支援制度を活用してください
市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。

問合せ　(1)…まちづくり社会教育課地域活性化室　　　　　
　　　　(2) ～ (7)…まちづくり社会教育課まちづくり推進係　☎㉕９２０１
        (8)…まちづくり社会教育課社会教育係　　　　　　　☎㉕９２０４
　　　　(9)…政策企画課企画係　　　　　　　　　　　　　　☎㉕９２００

◎　(1)(4)を除く各種補助金につ
いては、予算上限に達した時点
で終了です。

制度名 対象 補助内容
（対象経費）

補助金額
（交付額）

申請
期限

(1)
市民協働
活性化支援
事業補助金

市民団体など 市民協働のまちづくり
推進に関する事業に係る経費

初めて実施する事業
　経費の１/２（上限20万円）
　※　特定の条件を満たす場合は経費の
　　３/４（上限40万円）

それ以外の事業
　直近に実施した事業の参加者数で補助
区分あり
　ア：500人未満又は人数不明
　　　経費の１/２（上限５万円）
　※　特定の条件を満たす場合は経費の
　　３/４（上限10万円）
　イ：500人以上1000人未満
　　　経費の１/２（上限10万円）
　※　特定の条件を満たす場合は経費の
　　３/４（上限20万円）
　ウ：1000人以上
　　　経費の１/２（上限30万円）
　※　特定の条件を満たす場合は経費の
　　３/４（上限60万円）

随
時

制度名 対象 補助内容
（対象経費）

補助金額
（交付額）

申請
期限

(2) まちづくり総合交付金

地区
まちづくり
推進委員会
又は町内会など

まちづくりに関するソフト事業に係る経費 団体ごとに積算した額
６
月
末

(3)
地域づくり
振興事業
補助金

町内会など

①集会所及び関連設備の改修費 経費の２/３（上限150万円）

随
時

②集会所施設の新設費 経費の１/３（上限150万円）
③集会所施設新設のための用地取得費 経費の１/３（上限50万円）

④防犯灯の新設及び改修費
上限５万円/基
（ポール設置など特殊事情があ
る場合は上限８万円/基）

⑤防災訓練及び防災資機材整備に係る経費 経費の全額（上限あり）
⑥防犯カメラの新設費 経費の２/３（上限20万円/基）
⑦集落機能再編・強化事業
　ア：組織統合に要する経費
イ： 組織統合に伴う集会所の新築改修費など

経費の全額（上限30万円）
経費の２/３（上限200万円）

⑧活動に必要な備品などの購入費 経費の２/３（上限40万円）

(4) 自治会活動保険 町内会など 町内会などが実施する事業で、事故などが発
生した場合に対する補償 市が加入

(5)
見守り移動
販売支援
事業補助金

移動販売
事業者

地区まちづくり推進委員会と協定を結んだ事
業者が実施する見守り活動を伴う移動販売に
係る経費

①戸別訪問販売の場合
　移動販売で訪問した高齢者世
帯の戸数１件につき70円

② 高齢者が集う場で販売する場合
　来客数１人につき35円

(6)
地域支え合い
生活支援事
業補助金

地区
まちづくり
推進委員会

①地区まちづくり推進委員会などが高齢者　
　（70歳以上）のみの世帯からの依頼に基づ
　き実施する生活支援サービス（軽作業）に
　要した経費から利用者負担額などを差し引
　いた額
※　生活支援サービス…草刈り、草取り、除
　雪、雪下ろし、掃除、片付け、家事支援など
②軽作業に必要な消耗品購入費（草刈機チッ
　プソー、混合油、除雪スコップ、殺虫剤など）

経費の全額（上限30万円）

(7)

あいのり
タクシー等
運行支援
事業補助金

地区
まちづくり
推進委員会

地区まちづくり推進委員会がタクシー事業者
又は貸切バス事業者と契約して運行する「あ
いのりタクシー・バス」の運賃から利用者負
担額などを差し引いた額

経費の全額（上限80万円）
※　あいのりが成立しなかった
　便は経費の１/２

(8)

青少年健全
育成活動
支援事業
補助金

市民団体など 青少年の健全な育成を図る活動に必要な物品
の購入に係る経費 経費の２/３（上限30万円）

(9)

大学等高等教
育機関と連携
したまちづく
り推進事業補
助金

市民団体又は
学生団体など

市民と学生が共同で行う交流・文化事業に係
る経費（飲食に要した費用を除く）

経費の３/４(上限５万円）
※　特定の条件を満たす場合は
　上限10万円

新市誕生
20周年記念
関連事業

◎　新市誕生20周年記念関連事業枠で予算を増額しています。
　「浜田市新市誕生20周年記念」の冠を付けて、積極的なPRをお願いします。

☎㉕９２０１



広報はまだ：令和７年５月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2829 広報はまだ：令和７年５月号

税
務
・
納
税

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
期
間

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人

に
は
、
令
和
７
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
納
税
通
知
書
に
減
免
の

案
内
文
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証
又
は
マ
イ
ナ
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
不
要
で
す
）

※

減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
免
許
証
を
持
参
の
人
は
、

マ
イ
ナ
免
許
証
読
み
取
り
ア
プ
リ

で
運
転
免
許
情
報
を
確
認
し
ま
す
。

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納

期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、
二
次
元
コ
ー

ド
な
ど
を
利
用
し
た
便
利
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
送
日

５
月
１
日
㈭

※

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限

６
月
２
日
㈪

納
付
方
法

①
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付

・
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

※

詳
し
く
は
、「
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

③
金
融
機
関
、
県
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

な
ど

納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
人
へ

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申

請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子

育

て

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納

税
証
明
書
の
送
付
を
廃
止
し

て
い
ま
す
（
口
座
振
替
分
）

風
し
ん
任
意
予
防
接
種
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
風
し
ん
任
意
予
防
接
種

の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

助
成
対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
風
し
ん

抗
体
検
査
で
接
種
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
次
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
中
又
は
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
の
同
居
者

助
成
期
間

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

助
成
金
額

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
ワ

ク
チ
ン　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

※

自
己
負
担
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
時
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

令
和
５
年
１
月
か
ら
「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）（
軽
自
動
車
税

納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）」
の
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
二

輪
に
つ
い
て
も
令
和
７
年
４
月
か
ら

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
全
て
の
車
両
に
つ
い
て
車

検
な
ど
（
継
続
検
査
）
を
受
け
る
際

に
納
税
証
明
書
の
提
示
を
省
略
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で
納
付
し
て

い
た
人
に
は
、
６
月
中
旬
に
納
税
証

明
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
自

動
二
輪
に
つ
い
て
も
令
和
７
年
度
納

付
分
か
ら
納
税
通
知
書
の
送
付
を
廃

止
し
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

令和７年度　市税などの納期限
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市県民税
（普通徴収） 1期 2期 ３期 ４期

固定資産税 1期 ２期 3期 4期
軽自動車税
（種別割） 全期

国民健康保険料
（普通徴収） １期 2期 3期 4期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

後期高齢者医療
保険料（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 ６期 ７期 8期 ９期

※

納
期
限
は
、
各
月
の
末
日
（
末

日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）
で
す
。
た
だ
し
、
12
月

は
令
和
8
年
１
月
5
日
㈪
が
納
期

限
で
す
。

※

口
座
振
替
払
の
依
頼
が
な
い
人

に
は
、
賦
課
決
定
通
知
書
の
送
付

の
際
に
、
1
年
分
の
納
付
書
を
一

括
し
て
送
付
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
納
付
方
法

納
付
書
で
納
付
す
る
方
法

浜
田
市
指
定
の
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
中
国
５
県
の
み
）
の
窓

口
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ほ
か
、「
ｐ
ａ
ｙ

ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｊ

‐
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ

ｐ
ａ
ｙ
」「
ａ
ｕ

Ｐ
Ａ
Ｙ
」「
ｄ
払
い
」「
Ｐ
Ａ
Ｙ

Ｂ
」

「
支
払
秘
書
」を
利
用
し
て
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
納
付

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
方
法

一
度
、
口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、

指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
た
め
、
市
税
な
ど
の
納
め
忘

れ
の
心
配
が
な
く
便
利
で
す
。

共
通
納
税
に
よ
る
納
付
（
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
）
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
に
税
務
基
幹
シ
ス
テ

ム
の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
更
新
後
の
令
和
８
年
１
月

か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。
今
後
の

納
付
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
口

座
振
替
の
利
用
や
納
付
書
裏
面
に
記

載
の
各
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
で
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
な
ど
は
「
納
期
限
内
の

納
付
」
を
お
願
い
し
ま
す

市
税
な
ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
の
市

税
な
ど
を
有
効
に
使
う
た
め
、
納
期

限
内
の
自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

電
子
化
さ
れ
た
自
動
車
検
査
証

（
電
子
車
検
証
）
の
場
合
は
、「
自

動
車
検
査
証
記
録
事
項
」
の
添
付

が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
合
せ

・
税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
６
月
２
日
㈪
で
す

問
合
せ

税
務
課
収
納
係

☎
㉕
９
２
４
０

国際交流員コラム

ハロン湾・ベトナムの誇り

　皆さん、こんにちは。ベトナム国際交流員クインです。
2023年の夏頃、ベトナムで有名なハロン湾に行きま
した。クルーズは、事前に予約していましたが、ハロ
ン湾は夏の後半に台風が多く、出発の３日前に台風の
ニュースがテレビに何度も流れていたため、とても不
安でした。けれど、当日は船に乗ってハロン湾に行く
ことができました。環境保護のため、ハロン湾ではプ
ラスチックの持込みが禁止されていて、ゴミが少なく、
気持ちよく観光できました。クルーズ船のデッキに腰
を下ろし、爽やかな風を感じながら、周りの景色を眺
めるのもとても心地よいものでした。
　ハロン湾はクアンニン省に位置し、面積は1553㎢、
水面から大小1900基もの奇岩が突き出しています。ま
た、UNESCOの世界自然遺産に二度も認定されてい
ます。ハの漢字は「下」、そしてロンの漢字は「龍」で、
つまりハロンは龍が下りる場所という意味です。伝説
によれば、ベトナムが外敵に侵略された際、ベトナム
人民を助けるため天帝が外敵と戦うようにたくさんの
龍を派遣しました。龍が湾に下りた後、口から多くの
宝玉を吹き出しました。宝玉は無数の奇岩となり、外
敵の船がぶつかって沈没したので、ベトナム派が勝ち
ました。龍が高い山に立ち、美しい湾の風景を眺める
時、感動して、この国を守るため、永遠にここに留ま
ると決めたと伝えられています。

　クルーズ船からは、千変万別の奇岩が望めました。奇
岩にはそれぞれストーリーがあるそうです。クルーズ船
が湾の中の港に停泊した後、湾全体が一望できる山にハ
イキングをしました。鮮やかな緑の水面が広がり、水彩
画のように美しかったです。奇岩が青々とした緑に囲ま
れ、まるで緑の宝玉が水面に突き出たようです。龍の気
持ちに共感してハロンに住みたいという思いが湧いてき
ました。
　その後、有名な鍾乳洞に入りました。天井の形が人の
手でつくられた造形物のようで、素晴らしかったです。
内部はライトアップされ、輝きながらも神秘的な雰囲気
に溢れていました。夜になると、クルーズ船のデッキに
座りながら星空を眺めるのも素敵な思い出になるでしょ
う。季節によって、イカ釣り、魚釣りも楽しめます。
　次の日にカヤックを漕いで各洞窟を探検したのも良い
体験です。ハロン湾には、ほかにも多くの体験活動があ
ります。皆さん、ベトナムにいらっしゃる時、ぜひハロ
ン湾に足を運んでみてください。クアンニン省には、ハ
ロン湾だけではなく、クアンニンミュージアム、大規模
なお寺、有名な観光地もあります。
　皆さんの冒険話をお待ちしています。

グエン ティ テゥイ クイン

大
学
な
ど
と
の

交
流
活
動
を
支
援
し
ま
す

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
教
員

又
は
学
生
で
構
成
さ
れ
た
団
体
及
び

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う
次
の

事
業
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
事
業

島
根
県
立
大
学
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
、

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
、
浜
田
准
看
護
学
校
の
教
員
又

は
学
生
と
市
内
に
所
在
す
る
団
体

が
企
画
や
運
営
段
階
か
ら
共
同
で

行
う
交
流
・
文
化
事
業

補
助
金
額

事
業
に
要
し
た
費
用
の

４
分
の
３
以
内
の
額

※

飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除
く

※

上
限
：
１
事
業
当
た
り
５
万
円

（
千
円
未
満
切
捨
て
）

※

構
成
員
の
う
ち
若
者
（
申
請
日

に
お
い
て
39
歳
以
下
の
人
）
が
5

人
以
上
の
団
体
は
10
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

問
合
せ

政
策
企
画
課
企
画
係

☎
㉕
９
２
０
0

問
合
せ

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納

管
理
課

☎
㉙
５
５
２
２



広報はまだ：令和７年５月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

3031 広報はまだ：令和７年５月号

ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
ピ

ロ
リ
菌
感
染
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
及
び
胃
が
ん
発
生
リ
ス
ク
の
低
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者

浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
で
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61

年
４
月
１
日
生
）

※

令
和
３
年
度
以
降
に
助
成
を
受

け
た
人
は
対
象
外

助
成
額

上
限
２
０
０
０
円

※

助
成
額
を
超
え
る
金
額
は
自
己

負
担

助
成
人
数

50
人

検
査
内
容

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無

糞
便
中
抗
原
測
定
、抗
体
測
定（
血

液
検
査
な
ど
）、
尿
素
呼
気
試
験
な

ど実
施
期
間

６
月
１
日
㈰
〜
11
月
30
日
㈰

※

医
療
機
関
休
診
日
を
除
く

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
又
は
封

書
）
に
助
成
希
望
者
の
①
住
所
②

氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話

番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
健

康
医
療
対
策
課

「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
」
係

 （裏）
助成希望者の
①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501
浜田市殿町１番地
浜田市健康医療対策課

「ピロリ菌
　検査費用助成」係

はがき記入例申
込
期
限

５
月
16
日
㈮

※

助
成
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

実
施
期
間
中
受
付

協力医療機関名 電話番号 予約

岡本胃腸科内科医院（長沢町） ☎㉓５５５５ 不要

沖田内科医院（蛭子町） ☎㉒０７６７ 不要

沖田医院（殿町） ☎㉒１５５５ 要

小池医院（日脚町） ☎㉗１０２０ 要

さいとう医院（朝日町） ☎㉓０２２８ 要

さわだクリニック（国分町） ☎㉘３７７７ 要

中村医院（片庭町） ☎㉒１１８３ 要

中村胃腸科内科医院（笠柄町） ☎㉒８０００ 不要

中村呼吸器内科医院（内村町） ☎㉗４５９３ 要

能美クリニック（天満町） ☎㉒３２３１ 要

丸山内科クリニック（相生町） ☎㉒１１１５ 不要

都医院（治和町） ☎㉖０１００ 不要

彌重内科眼科医院（高田町） ☎㉒１５２７ 要

山根病院（熱田町） ☎㉖０６８８ 要

酒井外科内科医院（旭町） ☎45０２２２ 要

野上医院（三隅町） ☎32００３１ 要

山根病院三隅分院（三隅町） ☎32４３４３ 要

浜田市国保波佐診療所（金城町） ☎44０００１ 要

浜田市国保あさひ診療所（旭町） ☎45０００２ 要

浜田市国保弥栄診療所（弥栄町） ☎48５００１ 要

健
康
・
福
祉

ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
在
住
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②
聴
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
な
い
人

③
市
民
税
非
課
税
者

④
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
㏈
以
上

70
㏈
未
満（
医
師
の
意
見
書
が
必
要
）

助
成
対
象

補
聴
器
本
体
の
み
の
購

入
費
用
（
附
属
品
や
修
繕
費
は
対

象
外
）

※

認
定
補
聴
器
専
門
店
で
購
入
し

た
補
聴
器
が
対
象
で
す
。

助
成
額

２
５
０
０
０
円
（
対
象
者

１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

食
事
の
確
保
が
困
難
な
人
の
自
宅

に
昼
食
を
配
達
し
、
併
せ
て
安
否
確

認
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
在
住
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
又
は
障
が
い
者
の

み
で
生
活
し
て
い
る
人

②
心
身
の
機
能
の
低
下
又
は
障
が

い
・
負
傷
・
疾
病
な
ど
の
理
由
に

よ
り
買
物
又
は
調
理
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
食
事
を

確
保
で
き
な
い
人
の
み
で
生
活
し

て
い
る
人

※

申
請
時
に
別
途
聞
き
と
り
を
行

い
、
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

利
用
料
（
宅
配
業
者
へ
の
支
払
い
）

お
弁
当　
　
　
１
食

５
３
０
円

お
か
ず
の
み

１
食

４
５
０
円

※

利
用
料
金
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続
し

た
緊
急
通
報
装
置
の
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
又
は
サ
ス
ケ
携
帯
の
通
報
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
引
く
こ
と
に
よ
り
サ
ス
ケ

セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
近
所
の
協
力
員
・

民
生
委
員
・
消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
、

対
応
を
行
い
ま
す
。

サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６

５
日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
在
住
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
人

②
障
が
い
者
の
み
で
生
活
し
て
い
る
人

③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者

の
み
で
生
活
し
て
い
る
人

利
用
料

・
固
定
電
話
型

１
か
月
５
０
０
円

・
携
帯
型　
　
　
１
か
月
７
０
０
円

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

「
浜
田
市
食
生
活
改
善
推
進

員
養
成
講
座
」
参
加
者
募
集

あ
な
た
も
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

に
な
り
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
今
年
度
、
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
人

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私
た

ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
合

言
葉
に
、
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
の
推
進
な
ど

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容

左
表
の
と
お
り
（
都
合
に
よ
り
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

募
集
人
数

20
人

応
募
資
格

①
浜
田
市
内
に
在
住
し
て
い
る

（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
養
成
講
座
終
了
後
、
浜
田
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
員
に
な
り
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

え
る
人

参
加
費

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

調
理
実
習
費
１
回
２
０
０
円

申
込
期
限

5
月
16
日
㈮
ま
で

申
込
方
法

電
話
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日時 場所 主な内容

(1) ６月10日㈫ 9:00～12:00
浜田

まちづくり
センター

・開講式
・健康日本21
　これからの健康づくりの課題
・地域での食生活改善推進員活動

(2) ８月19日㈫   9:00～12:00
浜田

まちづくり
センター

・浜田市の健康課題と栄養改善事業
・健康チェック　身体活動について
　食事バランス診断、野菜摂取診断
・栄養の基礎知識

(3) ９月９日㈫ 9:00～13:00
浜田

まちづくり
センター

・食事バランスガイドを使って
・年代別食生活のポイント
・学校給食について

(4) 11月11日㈫ 9:00～13:00
浜田

まちづくり
センター

・食品衛生、食品表示の見方について
・食品成分表の使い方・調理の基本
・調理実習（生活習慣病予防の食事）

(5) 12月12日㈮ 9:00～12:00
浜田

まちづくり
センター

・身体活動と運動の実践
・地域でできる活動を考えてみよう
・閉講式

７月頃 各支所会場 ・防災について
・調理実習（備蓄品を使って）

９月頃 各支所会場 ・生活習慣病予防について
・調理実習（生活習慣病予防の食事）

申込みは
こちらから
できます

申
込
み
・
問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
事
項

・
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

・
は
が
き
（
封
書
）
は
、
助
成
希
望

者
１
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚

に
２
人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き(

封
書)

で
応
募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有

効
で
す
。

・
は
が
き
（
封
書
）
に
記
載
さ
れ
た

人
以
外
が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
市
が
検
査
結
果
を
把
握
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
陽
性
に
な
っ
た
人
で

除
菌
を
す
る
際
は
、
内
視
鏡
検
査

が
必
要
で
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下

旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

協
力
医
療
機
関
に
お
い
て
、
助
成

券
と
引
き
換
え
に
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
助
成
額
を
超
え

る
金
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
で
す

毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」、
５
月
12
日
㈪
か

ら
18
日
㈰
ま
で
の
一
週
間
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。

「
活
動
強
化
週
間
」
に
は
、
全
国

各
地
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
、
浜

田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

取
組
の
一
環
と
し
て
市
役
所
本
庁
舎

に
Ｐ
Ｒ
懸
垂
幕
を
掲
揚
し
ま
す
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
「
身
近
な
相
談
相

手
」で
あ
り「
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
」

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
悩

み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
乗
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
専
門
機
関
や
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

中
に
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
「
主
任

児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。

生
活
上
の
心
配
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
担
当
地
域
の
委
員
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地

域
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
を
知
り
た
い
場
合
は
、

地
域
福
祉
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉

課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課



広報はまだ：令和７年５月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

3233 広報はまだ：令和７年５月号

骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免
疫

が
消
失
し
た
20
歳
未
満
の
人
が
、
定

期
予
防
接
種
の
再
接
種
を
受
け
る
際

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

②
再
接
種
を
受
け
る
日
に
20
歳
未
満

の
人

③
骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免

疫
が
消
失
し
、
医
師
に
再
接
種
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

治
療
に
よ
り
免
疫
消
失
し
た

人
の
予
防
接
種
再
接
種
費
を

助
成
し
ま
す

助
成
対
象
予
防
接
種

４
月
１
日
㈫

以
降
に
接
種
し
た
、
定
期
予
防
接

種
の
再
接
種
（
B
C
G
、
ロ
タ
を

除
く
）

※

治
療
前
に
定
期
の
予
防
接
種
と

し
て
接
種
し
て
い
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

※

一
部
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種
上

限
年
齢
が
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額

全
額

申
請
方
法

①
助
成
対
象
認
定
の
申
請
時
に
、
次

の
書
類
を
提
出

・
認
定
申
請
書

・
医
師
意
見
書

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
予
防
接
種

の
履
歴
が
確
認
で
き
る
も
の

②
浜
田
市
か
ら
認
定
を
受
け
た
後
、

医
療
機
関
で
再
接
種

※

医
療
機
関
窓
口
で
、
い
っ
た
ん

再
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
助
成
金
の
交
付
申
請
時
に
、
次
の

書
類
を
提
出

・
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
医
療
機
関
で
再
接
種
し
た
際
の
領

収
書
の
原
本
（
予
防
接
種
ご
と
の

接
種
費
用
、
医
療
機
関
名
、
接
種

日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
再
接
種
の
記
録
が
確
認
で
き
る
も

の
・
振
込
先
が
確
認
で
き
る
通
帳
な
ど

の
写
し

※

申
請
書
の
様
式
は
下
記
問
合
せ

先
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
ま
す

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て
参
列
し

て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在

住
者

①
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
戦

没
者
の
遺
族

②
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥

姪
、
曽
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
の
配
偶
者
、
18
歳
未
満
の
遺

族
（
式
典
当
日
時
点
）
と
そ
の
保

護
者
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
な

場
合
に
限
る
）

③
健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日
間
の

団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

（
介
助
者
な
し
で
行
動
可
能
な
人
）

※

こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
ま
す
。

※

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
参

列
を
原
則
と
し
ま
す
（
子
・
兄
弟

姉
妹
・
孫
・
甥
姪
の
配
偶
者
が
夫

婦
で
参
列
す
る
場
合
及
び
18
歳
未

満
の
遺
族
と
そ
の
保
護
者
が
参
列

す
る
場
合
を
除
く
）。

日
程

８
月
14
日
㈭
〜
15
日
㈮

式
典
開
催
日

８
月
15
日
㈮

場
所

日
本
武
道
館

参
加
費

松
江
市
を
起
点
と
し
た
東

京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は

公
費
で
定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
費
用
は
自
己
負
担
で
す（
参

加
費
は
無
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
込
締
切
日

５
月
23
日
㈮

申
込
方
法

参
列
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
地
域
福
祉
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

全
応
募
者
の
中
か
ら
続

柄
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
、
島
根

県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

※

参
列
は
、（
一
財
）
島
根
県
遺

族
連
合
会
が
主
催
す
る
旅
行
団
に

よ
り
実
施
し
、
集
合
か
ら
解
散
ま

で
は
原
則
全
て
団
体
行
動
で
す
。

な
お
、
旅
行
日
の
天
候
の
状
況
に

よ
っ
て
は
旅
程
の
変
更
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※

参
列
者
決
定
後
の
辞
退
に
つ
い

て
は
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防

接
種
費
を
助
成
し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者
に
は
、
助
成
券
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
１
回
目

1
歳
以
上
2
歳
未
満
の

幼
児

・
２
回
目

小
学
校
入
学
前
1
年
の

幼
児
（
平
成
31
年
4
月
2
日
生
ま

れ
〜
令
和
2
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

助
成
期
限

・
１
回
目

２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

・
２
回
目

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

助
成
金
額

１
回

４
０
０
０
円

※

自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
時
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

Ｐ
34
、
35
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

定
期
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

接
種
期
間

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

実
施
医
療
機
関

Ｐ
34
、
35
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

予
防
接
種
の
種
類
な
ど
は
、
Ｐ
34
、

35
の
定
期
予
防
接
種
一
覧
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

料
金

無
料
（
対
象
年
齢
・
接
種
間

隔
な
ど
を
は
ず
れ
て
接
種
す
る
と

料
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

機
会
を
逃
し
た
人
へ

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
7

年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
に
1
回

以
上
接
種
し
て
い
る
平
成
9
年
4
月

2
日
生
ま
れ
〜
平
成
21
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
女
子
は
、
令
和
8
年
3
月

末
ま
で
残
り
の
必
要
回
数
を
公
費
で

接
種
で
き
ま
す
。

浜
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま

市
外
・
県
外
へ
出
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

既
に
転
出
し
て
い
る
人
は
住
民
票
の

あ
る
自
治
体
の
情
報
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※

市
外
・
県
外
の
医
療
機
関
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

対
象
者
に
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
に
通
知
文
と
予
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
65
歳
の
人
（
65
歳
の
誕
生
日
前
日

か
ら
66
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
市
民

※

こ
れ
ま
で
に
１
度
で
も
23
価
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
（
平
成
26
年
度
か

ら
30
年
度
の
間
に
既
に
定
期
接
種

と
し
て
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
。

持
参
す
る
も
の

通
知
文
・
予
診
票
・
保
険
証
（
住

所
・
生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な

人
の
み
）・身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

接
種
回
数

１
回

接
種
料
金

３
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

注
意
事
項

予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
文
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
者

①
浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
下
記

表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

※

年
齢
は
令
和
８
年
３
月
末
時
点

②
接
種
日
時
点
で
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害

を
有
す
る
人

持
参
す
る
も
の

通
知
文
・
予
診
票
・
保
険
証
（
住

所
・
生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な

人
の
み
）・身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

接
種
回
数
・
料
金

・
生
ワ
ク
チ
ン

１
回
３
０
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
）

　
　
　
　
　
　
　
１
回
７
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

接
種
期
限

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

注
意
事
項

予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

生年月日 年齢
昭和35年４月２日生～昭和36年４月１日生 65歳
昭和30年４月２日生～昭和31年４月１日生 70歳
昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生 75歳
昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生 80歳
昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生 85歳
昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生 90歳
昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生 95歳
大正14年４月２日生～大正15年４月１日生 100歳

大正14年４月１日以前 100歳以上

く
だ
さ
い
。

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種

昭
和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和
54
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
で
あ
っ
て
、

令
和
6
年
度
末
ま
で
に
抗
体
検
査
を

実
施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
が

不
十
分
な
方
で
あ
っ
て
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
の
偏
在
な
ど
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
接
種
可

能
期
間
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

持
参
す
る
も
の

ク
ー
ポ
ン
券
、本
人
確
認
書
類（
健

康
保
険
証
な
ど
）、
抗
体
検
査
結

果
接
種
回
数

１
回

料
金

無
料

（
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
）

接
種
期
限

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

注
意
事
項

・
令
和
6
年
度
末
ま
で
に
抗
体
検
査

を
実
施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の
抗

体
が
不
十
分
な
人
が
対
象
で
す
。

※

令
和
７
年
度
以
降
に
抗
体
検
査

を
実
施
し
た
人
は
対
象
外
で
す
。

※

令
和
6
年
度
に
発
行
し
た
ク
ー

ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
令
和
7
年

2
月
末
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
9
年
3
月
31
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

※

ク
ー
ポ
ン
券
を
破
損
、
紛
失
し

た
人
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
実
施

医
療
機
関
へ
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時

６
月
3
日
㈫

午
後
５
時
〜
７
時

対
象

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
人

場
所

浜
田
保
健
所

料
金

無
料

申
込
締
切
日

６
月
2
日
㈪

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法

事
前
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
匿
名
で
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課

☎
㉙
５
５
５
４

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
（
６
月

１
日
〜
７
日
）
に
併
せ
た
夜
間

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行
い
ま
す

で
き
ま
す
。

※

助
成
対
象
認
定
前
に
す
で
に
接

種
し
た
再
接
種
が
あ
る
場
合
、
令

和
７
年
４
月
１
日
㈫
ま
で
遡
っ
て

申
請
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※

選
考
結
果
は
、
７
月
上
旬
頃
ま

で
に
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
か
ら

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
援
護
恩
給
係

☎
０
８
５
２
㉒
５
２
４
０

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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3435 広報はまだ：令和７年５月号

個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 MR

５期
高齢者肺炎球菌 高齢者帯状疱疹

BCG ５種 DT MR 日本
脳炎

子宮
頸がん

小児用
肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約 可否
院・入院
患者のみ 予約１期 ２期

飯塚皮膚科
長沢町　☎㉓６６２５ ○ ○
あさひまちクリニック
朝日町　☎㉓５３５３ ○ ○ ○ ○
大石内科医院
黒川町　☎㉕０３１３ ○ ○

※１ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町　☎㉓５５５５ ◎ ○ ○ ○ ○
沖田内科医院
蛭子町　☎㉒０７６７ ○ ○ ○ ○ ○
沖田医院
殿町　　☎㉒１５５５ ○ ○ ○ ○ ○

※１ ○

定期予防接種一覧
予防接種名 対象者 接種回数 注意点

ロタウイルス

【１価 ロタリックス】
生後６週以上24週以下 ２回

・初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを推
奨します。
・27日以上の間隔をおいて２回接種してください。
・腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不全
症などの疾患がある人は接種対象外です。

【５価 ロタテック】
生後６週以上32週以下 ３回

・初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを推
奨します。
・27日以上の間隔をおいて３回接種してください。
・腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不全
症などの疾患がある人は接種対象外です。

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回
・生後２か月から生後９か月未満での接種を推奨します。
・27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種から139日以
上（２回目接種から６日以上）の間隔をあけて１回接種して
ください。

小児用肺炎球菌 生後２か月以上５歳未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨　
　します（初回接種が遅れた場合、接種回数が少なくなることが
　あります）。
・27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後60日以上
　あけて１歳以上で１回接種してください。

５種混合
（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ・ヒブ）

生後２か月以上７歳半未
満

初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨し
ます。
・20日から56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後６か月か
ら１年半あけて１回接種してください。

BCG １歳未満 １回 ・生後５か月から生後８か月での接種を推奨します。

MR
（麻しん風しん）

第１期 １歳以上２歳未満 １回 ・下記に該当する人で、令和６年度にMRワクチンの偏在などに
　より接種対象期間内に接種を受けられなかった人は、令和９
　年３月31日まで接種できます。
第１期　令和６年度内に生後24月に達した人
第２期　令和６年度における第２期の対象者
　　　　（Ｈ30. ４. ２生～H31. ４. １生）

第２期 保育所（園）・
幼稚園の年長児相当
（Ｈ31.４.２生～R２.４.１生）

１回

水痘 １歳以上３歳未満 ２回
・１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回目は１回目
終了後、６か月から１年あけて接種してください。
・水痘にかかったことのある人は接種対象外です。

日本脳炎

第１期
生後６か月以上７歳半未
満

初回２回
追加１回

・標準的な接種開始年齢は３歳以上ですが、医師と相談した　
　うえで生後６か月から接種することができます。
・６日から28日の間隔をあけて２回接種し、２回接種後おおむ
ね１年あけて１回接種してください。

第２期 ９歳以上13歳未満 １回 ・９歳以上10歳未満での接種を推奨します。
特例措置・特例対象者
積極的勧奨差し控えによ
り接種機会を逃した人

残りの
必要回数 ・接種については主治医に相談してください。

DT（ジフテリア・
破傷風） 11歳以上13歳未満 １回 ・標準的な接種開始年齢は小学６年生相当です。

　（Ｈ25. ４. ２生～Ｈ26. ４. １生）

子宮頸がん予防ワ
クチン（HPV）

小学６年生～高校１年生相
当の女子 ３回

・標準的な接種開始年齢は中学１年生相当です
・ワクチンの種類によって接種間隔は異なります。接種につい
　ては主治医に相談してください（９価ワクチンは２回接種可）。

キャッチアップ接種対象者
令和４年４月１日から令
和７年３月31日までの期
間中に１回以上接種して
いる平成９年４月２日生
まれから平成21年４月１
日生まれの女子

残りの
必要回数

・接種については主治医に相談してください。
・特例措置（キャッチアップ接種）は令和８年３月31日まで

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 MR

５期
高齢者肺炎球菌 高齢者帯状疱疹

BCG ５種 DT MR 日本
脳炎

子宮
頸がん

小児用
肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約 可否
通院・入院
患者のみ 予約１期 ２期

笠田医院
牛市町　☎㉒１６２１ ○ ○

※１ ○ ○ ○
※１ ○

北村内科クリニック
国分町　☎㉘２２５７ ○ ○

※１ ○ ○ ○
※１ ○

小池医院
日脚町　☎㉗１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいとう医院
朝日町　☎㉓０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※１ ○
さかね内科
殿町　　☎㉒２２３４ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
さわだクリニック
国分町　☎㉘３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田診療所　殿町介護医療院
殿町　　☎㉒２５１１ ○ ○

※２ ○ ○ ○
※１ ○

すみれ小児科
熱田町　☎㉖１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町　☎㉔１６５０ ○ ○ ○
中村医院
片庭町　☎㉒１１８３ ○ ○ ○

※１ ○ ○ ○
※１ ○

中村胃腸科内科医院
笠柄町　☎㉒８０００ ○ ○ ○ ○ ○
中村整形外科
殿町　　☎㉒３３２５ ○ ○ ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町　☎㉗４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
西川病院
港町　　☎㉒２３９０ ○ ○

※２ ○ ○ ○
※２ ○

能美クリニック
天満町　☎㉒３２３１ ○ ○ ○ ○ ○
浜田長沢皮フ科・アレルギー科
長沢町　☎㉕７８０１ ○ ○
真鍋医院
国分町　☎㉘００３１ ○ ▲ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町　☎㉒１１１５ ○ ○
都医院
治和町　☎㉖０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町　☎㉒１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町　☎㉘１９１１ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町　☎㉖０６８８ ○ ○ ○ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条　☎42１８００ ○ ○
酒井外科内科医院
旭町今市　☎45０２２２ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅　☎32００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅　☎32００２１ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○
野上医院
三隅町三隅　☎32００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見　☎32４３４３ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
浜田医療センター
浅井町　☎㉕０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険大麻診療所
西村町　☎㉖００１４ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐　☎44０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原　☎45０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀　☎48５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
びおら小児科
江津市 ☎0855535355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公立邑智病院附属市木診療所
邑南町 ☎0855850070 ○ ○ ○ ○
◎特例のみ　△２期のみ　▲２期・特例のみ　●中学生まで　※１通院患者のみ　※２通院・入院患者のみ
※　浜田医療センターは、主に入院治療や高度な医療を必要とする人を主体に対応する「中核病院」です。
　　予防接種は、できるだけ市内のかかりつけ医で受診しましょう。
※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市
内の医療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。
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3637 広報はまだ：令和７年５月号

子宮頸がん検診

【医療機関で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上65歳までの女性

実施期間

山根病院三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
５月１日㈭～令和８年２月28日㈯
浜田医療センター内　健診センター
５月１日㈭～令和７年２月27日㈮

実施場所

山根病院三隅分院
レディースクリニック　☎32４３４３
予約受付時間
　　　　毎週月・水・木曜日
         9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１・３土曜日　9:00～12:00
実施日　毎週月・水・木曜日
         9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１・３土曜日　9:00～12:00

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付時間
　　　　10:00～12:00､ 14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上の女性
申込先 島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場

５月23日㈮

8:45～11:00 国府まちづくりセンター

13:30～14:30 都川高齢者活動促進センター

15:00～15:20 市木生活改善センター

５月26日㈪
9:00～11:30 中央図書館

13:30～14:30 美川まちづくりセンター

・体調がすぐれない場合は受診は控えてください。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化リ
スクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）
に感染を広げないため、検診時のマスク着用のご
協力をお願いします。

・年度内に同じ検診を複数回受けた場合、２回目以
降全額自己負担となります（妊婦健診のHPV検
査含む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間
隔に当てはまらない場合受診をお断りすることが
あります。

問合せ 健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

５月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）
対象　40歳以上
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場

５月23日㈮
8:45～11:00 国府まちづくりセンター
13:30～14:30 都川高齢者活動促進センター

５月26日㈪
9:00～11:30 中央図書館
13:30～14:30 美川まちづくりセンター

※　検査前日から禁煙です。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品 肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

乳がん検診
対象　40歳以上の女性で２年に
　　　１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】（要予約）
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付時間 10:00～12:00､ 14:00～16:00

実施期間
５月１日㈭～令和８年２月27日㈮
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】（要予約）
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場

５月13日㈫
9:00～10:00久佐　くざ会館
11:00～11:30 小国　おぐに会館
13:30～16:00浜田市役所

５月22日㈭

9:00～ 9:45 美又　美又会館
10:30～11:30今福　ふれあい会館
13:15～14:00 波佐　ときわ会館
14:45～16:00雲城　ふれあいジムかなぎ

５月28日㈬
 9:00～11:00 旭保健センター
13:00～13:30 和田まちづくりセンター
14:30～15:30 都川高齢者活動促進センター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

がん検診を受けるに当たって

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

メリット
①　救命効果
　最大のメリットは早期発見・早期治療による
救命です。
②　早期のがん発見
　早期であれば治せる可能性は非常に高く、治
療も軽く済むことが多いので、患者にかかる身
体的負担、経済的負担や時間は一般的に少なく
済みます。
③　がん以外の病気の発見・治療につながる
がん検診では、がんになる前段階の病変が見
つかることもあります。病変が軽い場合は経過
を観察し、必要に応じて治療することで、がん
になることを防ぐことができます。

デメリット
①　がん検診の判定結果が100％正しい訳ではない
がんの場所や種類によっては見つけづらいことが
あります。【偽陰性】
②　結果的に不必要な治療や検査を受けてしまう可
　能性もある
検診で見つかるがんには、その後進行がんになら
なかったり、そのままの状況にとどまるなど、生命
に影響しないがんもあります。そのがんに対して過
剰な検査や治療を受けてしまい、身体的・心理的・
経済的に大きな負担を強いられる可能性もあります。
【過剰診断】
また、がん検診で「がんの疑い」と診断された場
合、精密検査が必要になりますが、検査を受けた結
果、「がんではなかった」と判定されることも多く
あります。【偽陽性】

皆さんの健康と安心のためにも、このことをよく理解したうえで、がん検診を受けましょう。

インターネットでがん検診を予約できるようになりました

胃がん検診、子宮頸がん検診（検診車のみ）、乳がん検診（検診車のみ）、大腸がん検診で可能です。
インターネットからの予約の場合、検診の７日前（閉庁日を除く）までに予約してください。

各種がん検診予約フォーム

胃がん検診 子宮頸がん検診 大腸がん検診

※　詳しい日程は各月の広報はまだもしくは
　各種健（検）診日程表をご覧ください。

健 康 コラムコラム

～メリット・デメリットを正しく理解して
がん検診を受けましょう～

子宮頸がん
検診の申込み
はこちらから
もできます

胃がん検診
の申込みは
こちらから
もできます

乳がん検診
の申込みは
こちらから
もできます

乳がん検診
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

39 38広報はまだ：令和７年５月号

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

人

権

保
険
・
医
療

年

金

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の

中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。法

務
局
職
員
と
と
も
に
人
権
相
談

を
実
施
し
、
人
権
尊
重
の
理
念
を
住

民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地
域

密
着
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
地
域
で

受
け
て
お
り
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

浜
田小

川

豊

下
垣

博
史

杉
野
本

智
幸

寺
田

恭
子

外
浦

和
夫

中
川

伸
二

堀
口

秀
樹

松
山

レ
イ
子

和
田

充
麿

金
城井

上

尊
実

大
島

正
治

森
内

純
子

旭
栗
栖

敏
彦

ほ
か
１
人

弥
栄島

田

礼
子

森
下

政
昭

三
隅白

澤

和
朋

野
上

敬
子

吉
野

節
子

相
談
日
時
・
場
所

浜
田

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
は
閉
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相
談
室

※

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の
日

時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
不
定
期

で
す
の
で
、｢

は
ま
だ
情
報
カ
レ

ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
９
１
６
０

人
権
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に

激
励
金
を
交
付
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
出
場
者
（
個
人
・
団

体
）
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
５
月
１
日
現
在
、
74
歳
ま
で
（
昭

和
25
年
５
月
２
日
生
以
降
）
の
浜

田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

②
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
人
間
ド
ッ
ク
」、「
脳
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
で
す
。

受
診
場
所
及
び
募
集
定
員

①
市
内
医
療
機
関

40
人

②
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内

健
診
セ

ン
タ
ー

２
０
０
人

受
診
期
間

７
月
〜
令
和
8
年
２
月

検
査
内
容

身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
血
液
検

査
・
心
電
図
・
消
化
器
検
査
・
腹
部

超
音
波
検
査
・
便
潜
血
検
査
な
ど

※

詳
し
く
は
令
和
7
年
度
各
種
健

（
検
）
診
日
程
表
P
12
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

８
０
０
０
円

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
85
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住
所

②
氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電

話
番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
申

込
み
と
し
ま
す
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先

〒
６
９
７-

８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
保
険
年
金
課

「
国
保
人
間
ド
ッ
ク
」
係

申
込
期
限

５
月
15
日
㈭
必
着

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
５
月
下
旬
に
通

知
し
ま
す
。

※

令
和
６
年
度
に
助
成
を
受
け
て

い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険

「
一
日
外
来
人
間
ド
ッ
ク
」

対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
人
（
た
だ
し
、

予
選
又
は
選
抜
を
経
て
全
国
規
模

で
実
施
さ
れ
る
競
技
大
会
に
限

る
）

※

国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し
及

び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会
出
場

申
込
書
の
写
し
に
参
加
者
全
員
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加

者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予
選

で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、
選
抜

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
）

※

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、
前

記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」
を
「
国

際
」
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
㉕
９
７
２
１

伝 言 板
まちかど

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

５
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

抽
選
日

６
月
下
旬

入
居
可
能
時
期

７
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

募
　
　
集

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
入
門
講
座

教
室・講
座

日
時

６
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

８
０
０
円

申
込
み

５
月
23
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込
書

を
水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産
業

振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

受
講
資
格

原
則
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

※

シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園
卒

業
生
の
受
講
も
可
能
で
す
。

受
講
期
間

９
月
〜
令
和
9
年
８
月

の
毎
週
金
曜
日

学
習
拠
点

い
わ
み
ー
る

定
員

25
人
程
度

申
込
み

７
月
31
日
㈭
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
く
に
び
き
学
園
西

部
校
へ

☎
㉔
９
３
３
６

※

授
業
料
な
ど
詳
し
く
は
く
に
び

き
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

く
に
び
き
学
園
西
部
校

受
講
生
募
集

くにびき学園
ホームページ
はこちらから
見られます

対
象

外
国
人
住
民
と
の
交
流
に
関

心
が
あ
り
、
講
座
終
了
後
に
は
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
意
欲
の
あ
る
人

日
時

５
月
17
日
㈯
・
24
日
㈯
・
31

日
㈯

各
日
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

６
月
６
日
㈮

（
合
格
発
表

６
月
10
日
㈫
）

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

お
出
か
け

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
5
月
12
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

日
時

５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

浜
田
城
資
料
館

問
合
せ
（
一
社
）
茶
道
裏
千
家
淡

交
会
石
見
支
部

平
野
さ
ん

☎
㉒
０
２
３
６

浜
田
城
山
茶
会

島
根
県
国
際
交
流
事
業

参
加
青
年
募
集

北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in
し
ま
ね

対
象

18
歳
〜
30
歳
の
島
根
県
在
住

者
、
島
根
県
出
身
者

日
時

８
月
22
日
㈮
〜
27
日
㈬

※

事
前
研
修
、
事
後
研
修
、
報
告

会
が
あ
り
ま
す
。

定
員

７
人
程
度

料
金

無
料
（
交
通
費
は
一
部
自
己

負
担
あ
り)

申
込
み

５
月
21
日
㈬
ま
で
に
し
ま

ね
国
際
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
㉛
５
０
５
６

しまね国際
センター
ホームページは
こちらから
見られます

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎

定
員

12
人

受
講
料

無
料
（
保
険
料
な
ど
実
費

負
担
あ
り
）

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）

訓
練
期
間

６
月
17
日
㈫
〜
9
月
16
日
㈫

訓
練
会
場

高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
江
津
市
）

申
込
み

6
月
3
日
㈫
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

※

上
記
日
程
以
外
に
動
画
視
聴
が

あ
り
ま
す
。

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

30
人

申
込
み

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
し
ま

ね
国
際
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
㉛
５
０
５
６

しまね国際
センター
ホームページは
こちらから
見られます
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地
域
井
戸
端
会

〜
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
ま
す
〜

日
時

５
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

場
所

市
内
26
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」、
二
反
田

団
地
集
会
所

※

会
場
別
開
催
時
間
や
出
席
議
員

な
ど
詳
細
は
浜
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
市
議
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
０
０

日
時

５
月
３
日
㈷
・
4
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金ア

ー
ト
パ
ネ
ル

１
２
０
０
円

紙
漉
き
体
験　
　
　
７
７
０
円
〜

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

石
州
和
紙
会
館

G
W
紙
漉
き
・
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

５
月
４
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所

ふ
る
さ
と
体
験
村

問
合
せ

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ

り
実
行
委
員
会

杵
束
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー

☎
48
２
２
５
８

日
時

５
月
17
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

日
時

①
5
月
18
日
㈰

午
前
９
時
50
分
〜

②
５
月
31
日
㈯

午
前
９
時
50
分
〜

場
所

①
木
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

②
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

①
木
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
45
１
１
０
５

②
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
３
８
０

共
通
事
項

料
金
５
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

夢
ミ
ヅ
キ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時

5
月
18
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

い
わ
み
ー
る

体
育
館

料
金

５
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、
み
ず
ほ
楽
器
・

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
販
売

問
合
せ

増
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
３
３
７
５
‐
１
０
９
６

岡
本
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
６
０
２
‐
０
６
１
６

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

5
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

生
湯
海
岸

清
掃
場
所

生
湯
海
岸
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

日
時

５
月
24
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

20
人

料
金

会
員　
　

２
０
０
円

　
　
　
非
会
員

３
０
０
円

ベ
ト
ナ
ム
文
化
サ
ロ
ン

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
ぞ

こちらから
申し込めます

申
込
み

５
月
22
日
㈭
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

日
時

５
月
25
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所周

布
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
周
辺

料
金

一
人
５
０
０
円

問
合
せ

浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会

村
井
さ
ん

☎
０
９
０
‐
２
２
９
５
‐
０
５
９
９

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

第
２
６
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

久
佐
郷
の
古
墳
時
代
の
歴
史
を

探
り
金
城
町
金
田
地
区
を
散
策

日
時

５
月
25
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
〜
正
午

場
所

市
役
所
金
城
支
所
駐
車
場
に

集
合
し
現
地
へ
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

日
時

５
月
25
日
㈰

受
付

午
前
８
時
45
分
〜

石
見
海
浜
公
園

テ
ニ
ス
大
会
（
硬
式
）

場
所石

見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
容

団
体
戦
（
男
子・女
子・ミ
ッ

ク
ス
各
ダ
ブ
ル
ス
）

料
金

１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

５
月
16
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
申
込
書
を
郵
送
又
は
F
A
X

で
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

へ

☎
㉘
２
２
３
１

山
陰
浜
田
港

　
　
ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
祭
り

日
時
6
月
７
日
㈯（
荒
天
時
中
止
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

は
ま
だ
お
魚
市
場
イ
ベ
ン
ト

テ
ン
ト
周
辺

問
合
せ

山
陰
浜
田
港
ど
ん
ち
っ
ち

ア
ジ
祭
り
実
行
委
員
会

門
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
7
８
９
６
‐
３
６
８
７

日
時

６
月
7
日
㈯

午
前
７
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
た

だ
し
梅
の
実
が
無
く
な
る
ま
で
）

場
所

三
隅
公
園
（
梅
林
）

料
金

１
㎏
１
０
０
円

問
合
せ

三
隅
支
所
産
業
建
設
課

☎
32
２
８
０
３

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

日
時

6
月
17
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金

無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

６
月
29
日
㈰

午
後
2
時
〜

会
場

石
央
文
化
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー

出
演
者

１
０
３
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

料
金

一
般
（
前
売
）
５
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下

  

無
料

※

当
日
券
は
２
０
０
円
増

〇
５
月
11
日
㈰
ま
で
ア
ク
ア
ス
こ
い

の
ぼ
り
を
設
置

〇
4
月
29
日
㈷
〜
５
月
11
日
㈰
ま
で

は
児
童
福
祉
週
間
の
た
め
、
小
・

中
学
生
入
館
無
料

〇
5
月
3
日
㈷
〜
5
月
6
日
（振）
は
通

常
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
休
み
し

G
W
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中

※

５
月
７
日
㈬
は
休
館
日

春
の
特
別
展
「
ひ
ら
ひ
ら
ぱ
た
ぱ
た

魅
惑
の
鰭
展
」

日
時

５
月
12
日
㈪
ま
で

場
所

３
階
特
別
展
示
室

A
B
C
大
作
戦
（
雨
天
中
止
）

日
時

5
月
31
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

波
子
漁
港

参
加
費

無
料

※

軍
手
・
火
箸
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
不
要
で
す
。

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
（
当
日
参
加
可
・
事
前
申
込

者
飲
料
あ
り
）

※

前
日
午
後
５
時
に
公
式
S
N
S
で

開
催
の
有
無
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場
イ
ベ
ン

ト
予
定

５
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈷

長
澤
社
中

４
日
㈷

都
治
神
楽
社
中

５
日
㈷

有
福
神
楽
保
持
者
会

６
日
(振)

佐
野
神
楽
社
中

11
日
㈰

倭
川
戸
神
楽
社
中

18
日
㈰

岡
見
神
遊
座

25
日
㈰

追
原
神
楽
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

開
館
20
周
年
記
念

野
村
萬
斎

狂
言
の
夕
べ

日
時

５
月
16
日
㈮

午
後
６
時
30
分
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料
金
（
全
席
指
定
・
前
売
り
）

一
般

S
席　
　
　
６
５
０
０
円

　
　
　
　
A
席　
　
　
５
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
３
５
０
０
円

※

当
日
券
は
５
０
０
円
増

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
５

月
9
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
み
。

M
U
S
E
U
M
×
T
H
E
A
T
E
R

ミ
ュ
ー
シ
ア
v
o
l
.
24

初
夏
の
朗
読
会

文
学
が
い
ざ
な
う
美
術
へ
の
旅

日
時

5
月
24
日
㈯

午
後
３
時
〜

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

日
時

６
月
14
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

場
所

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料

申
込
み

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ

☎
44
０
１
４
６

※

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

波
佐
歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時

６
月
8
日
㈰

午
前
11
時
〜

午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

場
所

治
和
町
六
町
内
児
童
館

料
金
無
料（
食
べ
物
は
一
部
有
料
）

問
合
せ

治
和
町
壮
青
年
部
六
親
会

水
津
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
５
０
４
‐
３
３
４
２

周
布
の
歴
史
講
演
と
石
見
神
楽
上
演

古
代
ロ
マ
ン
と
の
出
会
い

今
年
も
開
催

は
ま
だ
市
民
一
日
議
会

日
時

７
月
６
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時

定
員

10
人

（
初
参
加
者
優
先
・
抽
選
）

場
所

浜
田
市
役
所
5
階

議
場

料
金

無
料

申
込
み

５
月
30
日
㈮
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
議
会
事
務
局
へ

☎
㉕
９
８
０
０

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

み
ず
ほ
楽
器
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜

田
、
石
正
美
術
館
、
江
津
市
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー

※

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
は
５
月
10
日

㈯
か
ら

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金
（
全
席
指
定
）

一
般　
　
　
　

２
０
０
０
円

高
校
生
以
下

無
料

※

佐
々
木
望
２
d
a
y
s
チ
ケ
ッ

ト
（
５
月
25
日
㈰
の
ト
ー
ク
と
の

セ
ッ
ト
券
）

一
般　
　
　
　

２
８
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
８
０
０
円

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
５

月
17
日
㈯
ま
で
に
要
申
込
み
。

朗
読

佐
々
木
望
（
声
優
）

文
学
解
説

美
留
町
義
雄

（
大
東
文
化
大
学
教
授
）

美
術
解
説
・
司
会

川
西
由
里
（
島

根
県
立
石
見
美
術
館
専
門
学
芸
員
）

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 12日㈪･26日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈬･12日㈪
19日㈪･26日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

貸出ベスト10（令和７年３月期）
順位 タイトル 著者
1 藍を継ぐ海 伊与原　新
2 架空犯 東野　圭吾
3 クスノキの女神 東野　圭吾
4 人魚が逃げた 青山　美智子
５ ゲーテはすべてを言った 鈴木　結生
６ C線上のアリア 湊　かなえ
７ 宙わたる教室 伊与原　新
８ ツミデミック 一穂　ミチ
９ デートピア 安堂　ホセ
10 成瀬は天下を取りにいく 宮島　未奈

こ
ど
も
の
読
書
週
間

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
、
こ
ど
も
の

読
書
週
間
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
い

こ
と
ば
は
ヒ
・
ラ
・
ケ
・
ホ
・
ン
！
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
本
や
よ
い
雑
誌
に
親

し
む
こ
と
を
す
す
め
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜

び
を
知
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内

佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
は
、
気
軽
に
本

を
手
に
と
っ
て
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
本
の
入
替
を
行
っ

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
新
し
い
本
も
含
め
た
入

替
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
周
布
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
美
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

大
麻
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
国
府
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
後

野
分
館
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
見
分

館
、
国
府
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
有
福
分
館
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
久
佐
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
木
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
安
城
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
井
野
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

会
期

５
月
25
日
㈰
ま
で

◎
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日

に
家
族
で
来
館
し
た
高
校
生
以
下
の
観
覧

無
料

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

没
後
10
年
企
画
展

「
花
開
く
石
本
正  

美
の
深
化
」

【
企
画
展
示
室
】

現
代
の
日
本
画
展
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

―
伊
藤
は
る
み
・
岸
本
裕
子
・
中
村
文
子
・

牧
野
良
美
―

伊藤はるみ《想い》2020年
作家蔵

展示替え休館日 ５月26日㈪～６月６日㈮

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

●
石
見
の
四
季
写
真
展
〜
藤
田
好
太
郎
〜

会
期

５
月
６
日
（振）
ま
で

●
令
和
６
年
度

石
正
美
術
館
絵
画
教
室
作
品
展

会
期

５
月
９
日
㈮
〜
25
日
㈰

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

①
第
64
回
石
本
正
絵
画
教
室（
風
景
ス
ケ
ッ
チ
）

日
程

５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

会
場

石
正
美
術
館
・
三
隅
町
湊
浦
周
辺

定
員

30
人
（
要
予
約
）

参
加
費

５
０
０
０
円

石
正
美
術
館
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正
の

希
望
に
よ
っ
て
、
絵
の
技
術
で
は
な
く
「
絵
の

心
」
を
伝
え
る
教
室
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
日
本
画
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
る
先
生
方

と
一
緒
に
風
景
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
み
ま
す
。（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

②
「
現
代
の
日
本
画
展
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
」
作
家
に

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

５
月
３
日
㈷

午
前
10
時
〜
11
時

会
場

石
正
美
術
館

企
画
展
示
室

③
没
後
10
年
企
画
展
「
花
開
く
石
本
正
美
の

深
化
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

５
月
10
日
㈯

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場

石
正
美
術
館

石
本
正
記
念
展
示
室

①
②
共
通
事
項

講
師

伊
藤
は
る
み
・
岸
本
裕
子
・
中
村
文
子
・

牧
野
良
美
（
「
現
代
の
日
本
画
展
ｐ
ａ
ｒ

ｔ
１
」
出
品
作
家
）

②
③
共
通
事
項

申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
た

だ
し
企
画
展
観
覧
券
ま
た
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
）

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

令
和
６
年
度

総
合
政
策
学

部
・
国
際
関
係
学
部
・
地
域
政

策
学
部
卒
業
証
書
授
与
式
・
大

学
院
学
位
記
授
与
式

３
月
19
日
㈬
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
総
合
政
策
学
部
卒
業
生

10
人
、
国
際
関
係
学
部
卒
業
生
72
人
、

地
域
政
策
学
部
卒
業
生
１
２
２
人
、

大
学
院
修
了
生
１
人
が
旅
立
ち
の
と

き
を
迎
え
ま
し
た
。

山
下
一
也
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
地
域
政
策
学
部
卒

業
生
代
表
の
菅
海
里
さ
ん
、
大
学
院

修
了
生
代
表
の
胡
磊
さ
ん
か
ら
、「
私

た
ち
が
大
学
生
活
の
な
か
で
得
る
こ

と
が
で
き
た
最
も
大
き
な
も
の
は

人
々
と
の
縁
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
様
々
な
人
々
と
の
縁
が
生
ま

れ
、
新
た
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
経
験
は
私
に
、
課
題
を

様
々
な
方
向
か
ら
見
つ
め
て
考
え
、

と
き
に
は
他
者
の
力
を
借
り
な
が
ら

解
決
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
と
い
う

力
を
与
え
た
。
こ
の
力
は
苦
楽
を
共

に
し
た
友
人
や
、
大
学
関
係
者
の

方
々
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
し
で
は
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
」「
在
学
中
は
先
生
方
の
ご
指
導

の
も
と
、
学
術
研
究
の
意
義
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
た
。
研
究
と
は
、
自

ら
の
認
識
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
新

た
な
視
点
で
世
界
を
捉
え
る
営
み
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
大
学
や
大

学
院
生
活
の
醍
醐
味
は
、
優
れ
た
仲

間
た
ち
と
共
に
学
び
、
成
長
で
き
る

こ
と
に
あ
る
。
皆
さ
ん
と
の
出
会
い

と
互
い
に
支
え
合
っ
た
日
々
に
深
く

感
謝
し
て
い
る
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
、
島
根
県
立
大

学
賞
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

卒業式の様子

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

留
学
生
と
の
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
留
学
し
て
い

る
留
学
生
と
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
来
日
し

た
留
学
生
も
参
加
し
ま
す
。
外
国
人

留
学
生
と
の
交
流
に
興
味
の
あ
る
人

は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
24
日
㈯

正
午
か
ら
90
分
程
度

申
込
締
切

５
月
９
日
㈮

募
集
人
数

10
人
（
先
着
順
）

場
所

下
府
町
地
内
（
詳
細
は
申
込

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

参
加
費

一
人
２
０
０
０
円

（
当
日
現
金
集
金
）

そ
の
ほ
か

各
自
現
地
集
合
・
解
散
、
少
雨
決

行
、
電
話
申
込
時
に
「
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
手
し
た
個
人
情
報
は
交
流
会
開
催

の
た
め
に
利
用
し
、
二
次
利
用
は
し

ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

（
受
付
：
平
日
９
時
〜
17
時
） 昨年の交流会の様子

問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

公
開
講
座
の
ご
案
内

①
な
ぜ
自
民
党
は
強
い
の
か

ー
国
政
選
挙
を
事
例
に
考
え
る
ー

講
師

地
域
政
策
学
部

光
延
忠
彦

名
誉
教
授

日
時

５
月
13
日
㈫

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

②
求
め
ら
れ
て
い
る
家
族
・
地
域
・

専
門
職
の
役
割
の
分
担
に
お
け
る
論

点
は
何
か
ー
何
と
何
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
す
べ
き
か
？

講
師地

域
政
策
学
部

角
能
准
教
授

日
時

５
月
21
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

③
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
地
域
活
動
に
欠
か
せ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

講
師地

域
政
策
学
部

村
山
誠
教
授

日
時

５
月
28
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

共
通
事
項

会
場

浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ

ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
１
・
２

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

申
込
み

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
又

は
連
携
交
流
課
ま
でこちらから

申し込めます

vol.259
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://ｗｗｗ.u-shimane.ac.jp
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.341

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

体
験
で
き
る
展
覧
会

「
四
角
い
形
で
あ
そ
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
18
日
ま
で
！

５
月
の
休
館
日

月
曜
日

12
日
・
19
日
・
26
日

振
替
休

７
日
㈬

展
示
替

20
日
㈫
〜
23
日
㈮

本
展
で
は
当
館
の
収
蔵
作
品
の
中

か
ら
「
四
角
い
形
」
に
着
目
し
、
世

界
の
児
童
画
、
現
代
美
術
、
積
み
木

や
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

会
場
を
「
四
角
い
形
の
国
」
と
し

て
構
成
し
、
様
々
な
体
験
が
待
ち
か

ま
え
て
い
ま
す
。

●
浜
田
産
木
材
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
形
を

つ
く
ろ
う
。

●
組
み
合
わ
せ
た
り
、
積
み
上
げ
た

り
、
の
ば
し
た
り
で
き
る
木
の
お

も
ち
ゃ
を
体
験
。

●
布
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
型
作
品
で
あ
そ

ぼ
う
。

会
期

５
月
18
日
㈰
ま
で

料
金大

学
生
以
上　
　
　
４
０
０
円

小
・
中
・
高
校
生

３
０
０
円

４
月
26
日
㈯
〜
５
月
６
日
（振）
ま

で
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

展
覧
会
は
90
分
以
内
で
観
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

★
大
型
連
休
中
の

　
　
　
　
　
入
場
制
限
に
つ
い
て

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

こ
の
度
、
浜
田
市
に
寄
贈
さ
れ
た
、

浜
田
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・
山
﨑
修
二

の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

会
期５

月
24
日
㈯
〜
６
月
29
日
㈰
ま
で

次
回
の
企
画
展
は

「
山
﨑
修
二
寄
贈
作
品
披
露
展
」

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
・
創

作
室
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
。
材

料
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

《
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で
飾
る
フ
レ
ー

ム
》カ

ラ
フ
ル
な
タ
イ
ル
を
並
べ
て
絵

や
写
真
を
飾
る
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
ろ

う
。

◎
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
（振）

参
加
費

５
０
０
円

《
キ
ュ
ー
ブ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
》

厚
紙
を
キ
ュ
ー
ブ
の
形
に
組
み
立

て
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ

く
ろ
う
。

◎
５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
ス
ラ
イ
ド
パ
ズ
ル
》

好
き
な
絵
を
描
い
て
パ
ズ
ル
を
つ

く
ろ
う
。

◎
５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
自
画
像
に
挑
戦
！
》

鏡
で
自
分
の
顔
を
よ
く
見
な
が
ら
、

キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
み
よ
う
。

◎
５
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
ミ
ニ
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
こ
う
》

花
や
食
べ
物
、
好
き
な
も
の
を
絵

の
具
を
使
っ
て
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い

て
み
よ
う
。

◎
５
月
31
日
㈯
・
６
月
１
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

指
導

山
光
会
の
皆
さ
ん

ミニキャンバス キューブの
ネックレス

モザイクタイルで飾る
フレーム

※

混
雑
時
は
席
が
空
く
ま
で
お

待
ち
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,517 17,064 18,752 35,816
金 城 1,813 1,806 1,919 3,725
旭 1,214 1,170 1,154 2,324

弥 栄 607 503 537 1,040
三 隅 2,665 2,505 2,638 5,143
合 計 24,816 23,048 25,000 48,048

（単位：人）
人　口（３月末現在）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

３
月
８
日
㈯
、
浜
田
高
校
出

身
で
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
和
田

毅
さ
ん
が
母
校
の
硬
式
野
球
部

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

夏
の
甲
子
園
出
場
を
目
指
す

後
輩
に
向
か
っ
て
、
現
役
時
代

に
培
っ
た
経
験
談
な
ど
を
踏
ま

え
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
の
エ
ー
ル
を
受
け
、

後
輩
た
ち
は
全
国
で
勝
ち
た
い

と
意
気
込
み
ま
し
た
。

今月の表紙
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